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　水道業界を担う後継者を育て、ダイナミックな活動を行う事を目的として青年部は平成
9年に設立され、創立20周年を迎えることができました。
　今日に至るまで、親組合のご理解と多大なるご支援を頂き、また青年部を卒業したOB
の諸先輩方をはじめ、本協議会の運営にご協力を賜りまして改めて御礼を申し上げます。
　業界を取り巻く情勢は日々一刻と変わり、我々青年部に求められるものも変わりつつあ
ります。そして、長期間にわたるデフレと景気低迷からの脱却を優先課題とした経済政策
「アベノミクス」の効果で長らく停滞してきた日本経済も徐々に回復基調に転じ、東京では
「2020年東京オリンピック・パラリンピック」の開催に向け各種施設の建設やインフラ整
備が本格化してきています。
　しかしながら、地方においては依然として厳しい経済情勢であるのも事実であり、業界
の発展向上や技術者・技能者不足など、その人材確保と育成が建設業界における構造的な
課題となっている昨今、担い手の育成など「若者が自分の未来を託せる魅力ある業界」に
するための事業を行っております。
　さて、最近の経済社会環境は、企業の経営者に幅広い知識と先見性を求めているように
思われます。この変化に対応するめ我々青年部会員は自分が企業と業界の一員として自己
の占める位置を再認識する必要があります。
　その中で、全管連青年部の会員は時代を担う創造力と豊かな人間性をそなえた「プロ
フェッショナル」の集まりだと思います。青年部に携わることで業界と経済環境を構築で
きる人との意見を感じながらそれを業務に生かすことで組合青年部の存在をアピールして
います。今後も「facebook」や「LINE」に象徴されるようにSNSの発展は目覚ましいも
のがあります。
　私達水道業界にも今まで以上に活用されるかと思いますが、我々には1,600名の会員が
いるという強みをもち、いつでもどこでも会員間の繋がりがあると認識しながら、次代を
見据えて行動していきたいと思います。

全国管工事業協同組合連合会青年部協議会　会長

秋山　雅仁

創立20周年に寄せて
時代に即した事業展開を
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全国管工事業協同組合連合会　会長

大澤　規郎

創立20周年を祝して

　青年部協議会が創立20周年を迎えられた事を心からお祝い申し上げます。
　青年部は、平成9年の設立以来、次代を担う後継者の育成、会員相互の連
携や活動強化を図るための諸事業を積極的に展開され、管工事業界の健全な
発展に貢献してきました。
　一口に20年と申しますが、発足当時の規制緩和、その後の公共投資の縮小
など、特にこの20年は変化のめまぐるしい時代であり青年部におかれてもそ
の変化に全力で対応してこられました。その一つ一つが歴代会長を始め、役
員、会員の皆様の汗の結晶であろうと思いますし、創立以来着実な活動を展
開されてこられたことに深く感銘いたします。
　さて、建設業界は社会資本整備の担い手であるとともに、自然災害の最前
線で活動する安全・安心の守り手であります。私たちの管工事業界は「命の
水」を守り、自然災害時において大きな社会的役割を果たし最前線で国民の
ライフラインを支える唯一の団体です。そして、将来にわたってその役割を
果たしていくためには、経営基盤を強化し、経営の安定化を図ることが何よ
り重要であります。
　現在、担い手確保や生産性の向上等解決すべき課題は山積しておりますが、
親組合と共に次代を担う若者を育成し、「魅力ある建設業界」に全力で取り組
んで参りますので、青年部におかれましても、会員相互の連携を密に時代に
即した事業展開を図っていくよう期待しています。
　今後も、青年部がこれまで蓄えた豊かな知識や経験、友情と団結を生かし、
さらなる発展を遂げられるようご祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。
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国土交通省土地・建設産業局建設市場整備課長

木村　実

祝　辞

　全国管工事業協同組合連合会青年部協議会が設立20周年を迎えられました
ことを、心からお慶び申し上げます。
　貴協議会は、平成9年の設立以来、次代を担う後継者の育成、会員相互の
連携や活動強化を図るための諸事業を積極的に展開され、管工事業の健全な
発展に貢献してこられました。これまで運営にご尽力されてこられました関
係各位に対し、深く敬意を表します。
　建設産業は、社会資本の整備・維持管理等を通じ、国民の生命・財産をま
もり、我が国の経済・社会を支える基幹産業の一つです。皆様が携わってお
られる管工事業は、給排水設備の設置や配管工事等により、人が生活する上
で必要不可欠なライフラインを維持するという、極めて重要な役割を担って
おられます。
　一方で、建設産業は現在、技能労働者の高齢化や若年層人口の減少等に直
面しており、将来における担い手の確保や技能・技術の継承、建設現場にお
ける生産性の向上が大きな課題となっております。このような課題の解決の
ため、若い皆様方に、前向きな姿勢と柔軟な発想による一層のご尽力を期待
申し上げる次第であります。
　終わりに、全管連及び貴協議会のご発展と、会員の皆様方の今後のご活躍
を心より祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせて頂きます。
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厚生労働省　医薬・生活衛生局　生活衛生・食品安全部　水道課長

宮崎　正信

祝　辞

　この度、全国管工事業協同組合連合会青年部協議会が創立20周年を迎えら
れたことを心からお慶び申し上げます。貴協議会は、次代を担う若きリーダー
の育成や会員相互の親睦連携強化を目的に平成9年2月に設立されたと伺って
おります。以来、給水装置工事や配水管の整備・維持管理の担い手として水
道の普及と発展への貢献に加え、事故・災害時の応急活動などにおいても、
多大なるご協力とご尽力を賜り、会員の皆様方には心から感謝と敬意を表し
ます。また、「水源地クリーンキャンペーン」などの様々な社会的活動にも継
続的に取り組まれていることは、大変、意義深いものと考えております。
　貴協議会の皆様は、新水道ビジョンの基本理念である「地域とともに、信
頼を未来につなぐ日本の水道」において、高度な技術・技能と豊富な経験を
有する“街の水道屋さん”として、国民にとって最も身近な存在であり、今後
の水道界の発展において非常に重要な役割を担っておられます。安全・強靱
な水道を次世代に確実に引き継いでいけるよう、これまでと同様の御尽力を
お願い申し上げるとともに、貴協議会と会員の皆様方のますますのご発展を
祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。
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　この度、全国管工事業協同組合連合会青年部協議会が創立20周
年を迎えられましたことを心からお慶び申し上げます。
　貴協議会が創設された平成9年は新しい指定給水装置工事事業
者制度が導入された時期にあって、次世代を担う後継者の育成と
会員相互の親睦強化に向けて様々な事業活動に取り組まれ、管工事業と中小企業の組
織活動の推進とその振興に寄与されてきました。特に創設時期が我が財団と同時期で
あることから「夢対話交流事業」における意見交換などは技術者・技能者の人材育成
には有意義なものとなっており今後の活動に期待しております。
結びに、貴協議会のますますのご発展と、会員の皆様方の今後のご活躍を心より祈念
いたしまして、お祝いの言葉といたします。

全管連青年部協議会創立20周年を
祝して

公益財団法人　給水工事技術振興財団　専務理事　江郷　道生

全管連青年部協議会創立20周年を
祝して

　全国管工事業協同組合連合会青年部協議会が創立20周年を迎
えられましたことを、心よりお慶び申し上げます。
　貴協議会は、次世代のリーダー育成のため、平成9年に設立さ
れて以来、20年にわたり管工事業の発展に多大なる貢献をしてこ
られました。これまで運営にご尽力された関係者の皆様に深く敬意を表します。
　我が国の水道は、高普及率を達成し、住民生活を支える必要不可欠な社会生活基盤
となっている一方、自然災害への備え、施設の更新や再構築、人口減少社会への対応
など、多くの課題を抱えております。これら課題解決に向け、貴協議会におかれまし
ては、引き続き、水道事業に対するご支援ご協力をお願い申し上げます。
　最後に、貴協議会のご発展と、会員の皆様方の今後のご活躍を祈念しまして、お祝
いの言葉といたします。

公益社団法人　日本水道協会　理事長　吉田　永
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出席者（順不同敬称略）※役職は当時

全国管工事業協同組合連合会青年部協議会
初代	青年部会長	 福田　可也	

（富山県管工事業協同組合連合会青年部）

2代目	 〃	 髙井　豊司	
（兵庫県管工事業協同組合連合会青年部協議会）

3代目	 〃	 五十嵐　俊弘	
（川崎市管工事業協同組合青年部会）

4代目	 〃	 加藤　炳秀	
（京都府管工事工業協同組合青年会）

5代目	 	 中島　誠照	
（名古屋市指定水道工事店協同組合青年部会）

全国管工事業協同組合連合会	
常務理事	 	 松本　淳司

コーディネーター：	
合同会社　水道ネットワーク通信　代表	
	 有村　源介

司会　管工事業が水道事業の中で担っている分野は、
水道使用者に最も近いところであり、管工事業を抜き
にして、水道はあり得ません。特に、震災時に管工事
業が果たしてきた役割は大きく、高く評価されると共
に、震災対策の充実が図られております。また、各地
において水道事業を支えるマンパワーとして貴重な存
在となっております。その中で、青年部協議会は全管
連を活性化させた存在であり、次世代を担う人材育成
の場としても、活動されてきました。青年部協議会発
足20周年を記念し、果たしてきた役割と今後のあり方
についてお話いただきたいと思います。まず、初代会
長から現在の会長まで、これまでの経緯についてお話
ください。
福田　平成9年から13年までの2期4年、全管連青年
部協議会の初代会長を務めました、富山県の福田です。
全管連青年部協議会の立ち上げに際して、まず、当時
の状況で申し上げておきたいことがございます。それ
は、ちょうどその時、富山県連の青年部を立ち上げよ

水道事業における 
管工事業協同組合青年部の役割を考える

全管連青年部協議会　20周年座談会
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うという機運が高まっていたということです。当時、
私は富山市管工事組合青年部の3代目の部長でしたが、
前部長から県連に青年部を立ち上げてほしいというこ
とを聞いており、そのことで頭の中は一杯でした。そ
れと平行して、全管連でもアンケートで青年部の実態
調査をしているということは聞いていました。出来上
がったアンケートの結果報告を見ましても、富山県は
事業数からしても、あるいは会員数からしても少ない
方ではないという印象を持ちました。東京で100人位
の規模で、準備委員会立ち上げのための集会が開催さ
れることになり、全国の有志・青年部の方々が呼ばれ、
富山から私も参加しました。集会では、小野澤会長の
肝いりということで、「是非、立ち上げたい」というお
話でした。話を聞いて、会長は業界のことを非常に熱
心に考えておられるなと思いましたし、非常に共感し
た覚えがあります。
　当時の時代背景としては、規制緩和に端を発して、
中には指定工事店制度の廃止論まで言及されるという
ことがあって、業界全体が非常に危機感を持っていま
した。そのように、時代が大きく変わろうとしている
時に、従来のやり方ではダメだということで、若い力
を業界の中に吹き込んで併せて将来のリーダーを育て
て行こうということを目的に立ち上げようとしていま
した。このような小野澤さんの熱い思いがあり、私た
ち準備委員会のメンバーにもそういう思いはひしひし
と伝わってきました。ただ、私は冒頭に言いました通
り、県連の立ち上げという大きな仕事を抱えていまし
たので、全管連のほうは、準備委員会の8名の中には
選ばれましたけれども、まさか会長が自分のところに

まわってくるなど、夢にも思いませんでしたし、また、
やれるはずもないと思っていました。けれども、どう
いうはずみか会長を引き受けてくれという話になり、
私としてはお受けするならば一発返答と思っていまし
たので、乗りかけた船ですのでやってみようか、とい
う気持ちになりました。市の単組青年部のスタッフの
人達のコンセンサスも得た上で、お引き受けしました。
それから約1年間、色々と準備に関わりましたが、全
管連の青年部協議会というのは親組合主導で総務委員
会が主体で立ち上げようという事で準備して頂いてい
ましたから、我々は基本的には船に乗っかるだけ、と
いうようなスタンスでした。一方で、県連の青年部は、
1から立ち上げるという状態でした。当初、高岡、射
水、富山の3青年部で話し合い、同意して準備委員会
を着々と進めていました。そういう中で併せて全管連
の青年部協議会が同じ年に立ち上がるというのもまた、
何かのご縁かなと思います。
　富山県連での立ち上げは、1から10まで全部自分達
で手掛けましたが、連合会である以上、カバー率を高
くしたいという思いがあり、皆で手分けして各単組へ
青年部設立のお願いのため回りました。その甲斐があっ
て、全管連の青年部が出来たのが平成9年の2月から、
半年遅れで県連がようやく立ち上がり、その時には当
初から参加してもらったのが12単組の青年部でした。
172社と非常にカバー率が高く、会員数の約3分の1
をカバー出来た事に非常に満足しました。
　県連を作った時、一つ大きな難関がありました。そ
れは、各単組には特に青年部が無いところがたくさん
あり、そういうところに青年部設立そのものも呼びか
けましたが、いわゆる個人で参加したいという方もフォ
ローしたいという思いがありましたので、未だに「富
山県管工事業協同組合連合会青年部」となっておりま
す。「青年部協議会」にしなかった、ということです。
1名でも有志の方であれば参加して頂けますよ、とい
う、私の強い思いが入っております。当時の思い出と
してはもう1つ、今でも使われている略称として、「パ
イレン会」というのがあります。これは、富山市管工
事組合青年部とか連合会青年部とか名前が長くてやや
こしいものですから、一言で我々の業界を象徴する呼
び名として、パイプレンチを省略してパイレン会とい

福田　可也氏
（ふくだ　よしなり）
平成9年度〜平成12年度
全管連青年部協議会　初代
会長
富山県管工事業協同組合連
合会青年部
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う名前を付けたのが自分としては印象に残っているこ
とです。
　一方、全管連での当会の立ち上げについては、親組
合主導で進めていただき、立ち上げには約1400社、
27都道府県の会員の方々に集まっていただきました。
ただ、各会員さん毎にそれぞれ活動のレベル、人数、
構成が異なっており、非常に温度差が違うということ
がありました。意識の高さがそれぞれで、種々様々、
色々な方が混ざっておりました。特に、当初集まられ
た理事の皆さんは非常に個性的な人が多くて、私も個
性的と言われていたかもしれませんが、それを抑える
ことが会の運営の要だと思っていましたし、それで会
の立場が決まるぐらいの思いがありました。当初、人
に任せておけないということで、自分で理事会の議長
をやったりしたことを覚えています。そういう中でも
後から後から、鋭い質問だとか無理難題だとか色々な
意見が出まして、大変な思いをしました。
　各組合の会員さんの代表の方々は、最年長の方が多
かったので、その後、理事の交代時期に大幅にメンバー
が入れ替わることになりました。2人目として出て来
られた人達はおよそ良識派といいますか、非常に紳士
が多かったです。なぜそういう巡り合わせになったの
か、初代の頃の立ち上げの苦労は何だったんだろうな
と思うぐらい、非常に皆さん紳士的協力的で、会もス
ムーズに進むようになりまして、それ以降、理事の人
達は良識派の人達が今日に至るまでずっと出ておられ
るのではないかと思います。現役諸君がいらっしゃる
から胡麻をすっているわけではないですが。
　もう1つは、当初、親組合との関係がぎくしゃくす
る場面がありました。親組合の会長さんは当時、金子
会長（故人）だったのですが、会長には近寄りがたい
というか、なかなかお会いできる機会を作ってもらえ
ないこともあって、親組合との関係が上手くまわらな
い。
　思い出として残っているのは、2年目の総会を東京
の目黒雅叙園で行ったことです。当初、別の会場を予
定していたのですが、もっと豪勢なところでやろうと
いうことで探したところ、リーズナブルで高級感のあ
る雅叙園を会場にしました。会場が良くて、会として
は非常に盛り上がったのですが、親組合の役員の人達

から睨まれまして、私が卒業してからもずっと言われ
ました。「親組合は質素にやっているのに、お前達は贅
沢してなんだ」という話です。
　青年部協議会で実施してきた事業について触れたい
と思います。私は立ち上げ総会での会長就任挨拶で、
「青年部活動の根幹は単組にあり」という話をしまし
た。単組の活性化こそが青年部活動の一番根幹である
という話をし、未だにそう考えております。ですから、
全国組織が出来たら、その主目的は単組の活動の支援
ということが根幹であると思いましたし、その方針に
基づいて色々な活動、事業を展開してきたつもりです。　
その一番のヒット作だったのが「自慢の活動対象」で、
1回目は秋田の方がグランプリを取られました。これ
は全国で展開している単組の優れた青年部活動を、他
の全国の方に知ってもらい、真似して欲しい、という
ことを狙ったものです。オリジナルはいらない、各単
組が、良きは真似て、成長する。そして活性化してい
くということこそが業界の底上げにつながると考えて
おり、そういう事業はずっと続けてやりました。
　様々な事業の中で、全国へ発信してそれぞれの地域
でその事業をやっていただくことによって、連帯感を
持とう、ということで実施したのが、「水源地をきれい
にするキャンペーン」です。これも、随分たくさんの
単組に参加していただき、盛り上がりました。自然保
護というのは実は、自分としてはライフワークであり、
環境問題に言及したいという思いもありました。後に、
エコクラブ探検隊といった事業も加えられ、2代目会
長の髙井さんの時に水大賞の特別賞を受賞するところ
までやっていただいたということで、非常に嬉しく思
い、また、光栄に思いました。
　上手くいかなかった事業のことも言っておかなけれ
ばなりません。その最たるものは、資格免許の統廃合
への取組です。全管連手帳に見るがごとしで、各省庁
別に色々な資格があり、ざっと数えても30数種類に及
びます。この業界は突出して資格免許の数が多く、こ
れを整理・統廃合できないかという壮大な理想を掲げ
て、まず、全国の組合員からアンケートを取らせてい
ただきました。親組合からもバッシングを受けました
し、出来るわけないじゃないかという声もありました
が、私は青年部の特性として、自分達が正しいと思っ
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たことを堂々と言える会でありたい、という気持ちが
ありましたので、取組みました。2年目の時に、京都
での総会の時に、資格免許の統廃合は是か否かという
テーマでディベート大会をやりました。、三重と栃木で
も討論会をやったりしました。業界としての機運の盛
り上がりというのを狙っていましたけれども、結果的
には常に困難でしたし、これを後輩諸君に引き継ぐの
は無理があるということで、自分の責任として涙を飲
みましたけれども、事業についてはその年をもって終
了し、髙井さんに引き継いだ思い出があります。あと
もう一つ失敗したのは国際交流事業です。世界の管工
事業界と接触を持って業界の発展、地位の向上を図り
たいと思いましたが、調べてみると、残念ながら同じ
ような組合組織があるのは韓国だけで、他の国には無
いという事が分かり、即、ぽしゃってしまったという
ことがありました。
司会　2代目会長からお話願います。時代的には阪神・
淡路大震災の復興期ですね。
髙井　平成14年から17年まで2期4年、福田初代会
長の後を受けて、会長を務めました。今のお話でお分
かりになっていただけるかと思いますが、大変素晴ら
しい初代会長が引っ張ってこられた大きな会だけに、
自分が次のバトンを受ける立場になったときは大変悩
みましたし、出来れば逃げたいというのが本音でした。
奇しくも今おっしゃられたように、震災もありました
し、地元では復興復旧に向けてどんどんやっている最
中でありましたし、仕事も溢れている状態でした。そ
ういった意味でも、というのが正直なところでした。
自分がバトンタッチを受けるつもりで参加していなかっ
たし、素晴らしい先輩方がたくさんいらっしゃいまし
たから、当然準備もしていなくて、固辞していました。
すると、福田初代会長からお電話を頂いたり、本部の
松本事務局長（当時）が神戸まで私を説得に来てくだ
さって、今でも忘れませんけど、神戸市役所の一番上
階のレストランで2人でじっくり話し合いました。松
本さんから「あなたに掛けた梯子は外さないからやっ
てくれ」と言われ、決断をしました。それが、私がバ
トンを受け継ぐきっかけになった事です。折しも震災
から少し時間が経っていて、まだまだ復興復旧の最中
でしたけれども、たくさん全国から支援をいただいた

り、応援を頂いたという事実があり、まだ復興の途中
ではあるけれど、まずはお礼を言わないといけないな
と、そういう思いもあって、兵庫県神戸で全管連の総
会をやることになりました。自分がバトンを受け継ぐ
という時にそういう震災のお礼の気持ちを伝える会も
させていただいて、神戸からのお礼の気持ちを伝える
総会開催がスタートでした。併せて、福田初代がおっ
しゃった県連設立の話ですが、実は私は神戸代表で出
まして、その時は兵庫県でもなかったんですね。単組
には青年部が兵庫県にありましたので、その青年部に
声をかけて、急場でしたが県連設立も併せてさせてい
ただきました。なんとか全管連総会を無事に終わらせ
るための委員会を立ち上げて、それがそのまま県連設
立につながり、そのまま自分も県連の会長になって引っ
張っていったという経緯がございます。あまりにも初
代の背中が大きかったし、就任してからも苦労の連続
というか、どのようにこの大きな青年部を舵取りして
いったらよいのか、自分の考えが中々まとまりません
でした。梯子を外さない、と言ってくれた松本事務局
長に相談して、これは外部の有識者の話も聞かないと
いけないな、ということから、その時応援をして下さっ
ていた賛助会員のTOTOさんを訪問しました。TOTO
の方にもお話を色々お伺いして、どういうような方向
で舵取りをしていくのが望ましいのか、外部の目から
見て、どんなことを期待されますかと色々な意見をお
聞きした、ということもございました。
　実際にやってみると、福田さんは私より10歳も先輩
であり、こんな素晴らしい人には手が届かないし、背
伸びしてもすぐにばれてしまうので、同じことをやる

髙井　豊司氏
（たかい　とよじ）
平成13年度〜平成16年度
全管連青年部協議会　会長
（2代目）
兵庫県管工事業協同組合連
合会青年部協議会
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のは無理だと分かり、腹をくくりまして、それからは
色々な人に助けて頂きながら徐々に自分のペースで出
来るようになりました。先ほどのお言葉にもありまし
たが、福田初代は、業界、そして親会に挑戦する青年
部という気概がありました。もちろん人と同じ事をやっ
ていても仕方がないし、やるからにはやる、という決
意で就任されて引っ張ってこられたので、色々なこと
への挑戦はもちろん、親会とバンバンぶつかっている
のも側で見ていました。ただ、自分はちょっとそこま
では、引っ張れないな、と。融和するというか仲良く
するというような、そういう融和路線も必要だなとい
うことで、親会との関係も改善するという努力をしな
がら、楽しく膝を突き合せてする会議をどうやってい
けばいいのかということを念頭においていました。し
かしながら、「福田節」は健在で、根幹は単組にあると
か、やはりここでやる会議は最高レベルの会議でない
といけない、と。各単組の代表が貴重な時間をさいて
大切なお金をはたいてここに来ているのだから、どこ
の全国の会議でも最高の会議でないといけない、とい
うポリシーが脈々と伝わっていまして、私にもそれが
分かっていましたし、常にそういうことを意識して、
その限られた時間の中で最高の会議をするためにはど
うしたら良いのだろうかということを常に考えながら
会議を常にやっていました。また、声の大きさとか語
られる姿勢、それから話しかけられる口調、説得力、
自分にはまったくそういうものが無くて、ベラベラしゃ
べる性格でもなくて、そういったものもこの全管連青
年部で鍛え上げられたというのも事実です。例えば、
いつも同じ場所でやるのではなく、ちょっと環境を変

えてメーカーさんの会議室を借りたり、どこかの技術
センターに出かけてそこで会議をして勉強もして、理
事会をしたり、そんな工夫、オリジナリティを入れま
した。
　せっかく東京に出てきたのだから、理事の皆さんと
楽しく一石二鳥で勉強もして会議もして帰るというよ
うなことが出来ないかと、2年目以降にそのようにや
りだして、それも中々好評で参加率も上がりながら運
用できた記憶もあります。結局、私の時にも親会との
関係の改善には至らなかったのですが、会長を卒業す
る最終の年には、親会の総会の中で青年部をPRする
時間を10分だけ頂いて、そこを15分しゃべって、怒
られたこともありました（笑い）。
　福田会長時代は、私は広報を任されていたのです。
青年部の機関誌は『アヒルのたまご』という名前です
が、この広報誌を作れと命じられたのが私の初仕事だっ
たんです。この広報に携わったおかげで喋ること、発
信すること、それから記録を残すことの大切さは痛感
し、自分の貴重な財産になりました。だから自分が会
長になってからも、どうやってこの素晴らしいメンバー
を紹介していくかということに気を配っていましたし、
どこかで何かチャンスはないかと常に思っていたとこ
ろはあります。やはりどんな良い活動をしても、発信
しないと理解してもらえません。
福田　予定したシンボル・キャラクターが、アヒルな
のに鶏の嘴になっていたので、急きょ変えて貰ったと
いうエピソードもありました（笑い）。いまだにその時
のキャラクターを使っていただき、ありがたいことで
す。
司会　3代目になると、時代背景も大きく変わってき
ましたね。
五十嵐　青年部協議会が10周年を迎える時期であり、
そのことも含めてお話させて頂きます。会長を仰せつ
かる前、第9回通常総会を私の地元、川崎で行う事が
決まっており、その準備に追われていました。その最
中、確か赤坂で行われた理事会の前に髙井さんから呼
ばれて、関西弁で「会長やってくれへんか」とストレー
トに言われました。総会の準備で忙しかったですし、
そこで会長を受けたら翌年は10周年を先頭に立ってこ
なさなければならない。当然、即答は出来ず、地元に

五十嵐　俊弘氏
（いがらし　としひろ）
平成17年度〜平成20年度
全管連青年部協議会　会長
（3代目）
川崎市管工事業協同組合青
年部会
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帰って相談をした結果、バックアップしてくれるとい
うことで会長を仰せつかって4年やらせて頂きました。
大変なこともありましたが、今振り返ってみると、会
長を受けて良かったなと思っております。私が会長を
引き受けた4年間というのは過去2人の会長のご努力に
よって、全管連青年部として基盤はもう出来ていたと
思います。ただやはり、全管連の知名度がまだ浸透し
ていませんでした。クラシアンは知っているけれど、
全管連は知らないという市民の方は多い。なので、こ
の全管連という名前をPRして、且つITを多用し外部
団体との協力をもっと密にして全管連を盛り上げてい
きたいというのが私の4年間だったと思います。
　加えて、活動する中で、親会の理解はあっても親会
との事業協力という面で実現には至らなかった。髙井
さんの時代に初めて親会の全国大会の場で青年部協議
会をPRする機会を与えられましたが、私の時に初め
て親会の連携とまでは言えませんけれども、親会が各
地で行う事業、委員会にも青年部として参画したこと
を思い出します。
　話を戻し、私が会長を受けた翌年、青年部協議会10
周年を迎えました。予算の積み立てはしていたものの、
構成についてはゼロからのスタートでした。私は青年
部協議会が設立してから、ここまで積み重ねてきた軌
跡、財産、そして実績を、外向けにPRすることが10
周年の一番の目的だろうと考えていましたので、それ
を念頭において10周年の計画を立てました。10周年
記念誌は最初、CDでお配りしようという話もあった
のですが、やはり記念に残るということで、紙媒体に
させて頂いた。式典も2部構成にして双方、異なった
内容にしました。
　記念講演は松本常務にご紹介いただいて海賀信好先
生（お茶の水大学教育研究協力員）にお願いしました。
海賀先生は世界各国を回って各地の水道事情を視察さ
れた方でした。ただ、講演の内容について、我々が求
めるものと違ってしまう可能性もあったので、講演内
容について、事前に画像を見せて頂きながら、お話い
ただく内容について、ところどころこちらの希望をお
伝えして仕上げて頂き、青年部協議会をカッコよく見
せるビデオも作製し、10周年を迎えたというようなエ
ピソードが残っております。

　現役の方々に言いたいことは、これから20周年の計
画を立てるに当り、これまでの内容に捕われることな
く、青年部カラーを活かした周年事業にしていただけ
ればと思います。
司会　4代目の加藤さんからお願いします。
加藤　私は会長としては1期2年だけをお世話になりま
した。五十嵐さんから会長をやってほしいという打診
をうけまして、いや、僕じゃ無理ですと即答でお断り
したのは覚えております。僕よりももっと適任の方が
いっぱいいらっしゃるので、皆さんが断られたら僕が
やります、という話をさせていただきました。会長を
受けるにあたりまして、全国組織であるということ、
やはり社業、地元の青年部、地元の親会等々、調整に
調整を加えまして、1期だけなら良いよという了解を
いただいた上でお受けしたという形を覚えております。
また、個人的な話ですが、副会長までは経験したこと
があったのですが、会長は全管連が初めてでして、2
番手3番手の仕事は良く分かっていたつもりなんです
が、前に立って動かすということが如何に難しいかと
いうことを、会長職になって分かったことです。そん
な中で、全管連青年部に対する認知度も上がってきま
したのですが、私の時には、ある意味ハードルを下げ
たいという思いの方が強くありました。というのは、
これは批判ではありませんが、お固いイメージが理事
の中に多かったということと、一生懸命やっているが
あまりに疲れてしまって、貴重な時間、貴重なお金を
使って会議をした後、その後コミュニケーションがな
かったりとか、フォローがなかったりということがあ
りました。私はまず、理事も来て、何かを持ってもら
うということで、「笑い」があってもいいのではないか
と考え、交流、懇親的なものにも力をいれさせてもら
いました。
　私の地元は京都なんですが、地元の草の根レベルで
地域間交流を定期的にやっており、全管連でもそうい
う事が出来ないか、という思いがありました。例えば
広島と岡山が定期的にやっていたりとか、四国4県、あ
るいは東北で以前から6県の会議をやっていたという
例がありました。そのような形で地域間交流をやって
いただいて、コミュニケーションが以前に増して良く
なり、すごく風通しの良い関係が出来たと思います。
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自分が何を1番最初に見せたかといいますと、まずチー
ム作りをしました。それまでは、会合が終わると、食
事をしてそれぞれが好きな所で2次会をすることが多
かったのですが、そういうことが出来ない状況に持っ
ていこうということを考えました。会員交流事業の名
の下に男同士、おっさんばかり集まって合宿形式を取
り、同じ釜の飯を食うということをやらしていただい
た。その結果、次の理事会からは話が盛り上がったり
しました。同時に、日頃からお世話になっております
賛助会員企業さんの工場であるとか、研修施設を我々
が訪問し、何らかの形でタイアップをさせていただく、
という形も考えてやらせていただきました。そういう
ことで、たまには事務局さんともぶつかりあいをしな
がらなんですが、何とかスタッフ、理事、皆さんに恵
まれ、特に先輩方が作ってくださった基盤の上に乗せ
ていただけたと思っております。
　もう1つ導入したのは、テレビ会議の導入です。五
十嵐さんのときにはSkypeという道具を使ってテレビ
会議的な発想でやっておりました。私どもの場合は、
IT推進委員会のご紹介で、三役会議にWeb会議シス
テムを導入しました。これが東日本大震災の時に非常
に役立ちました。復旧作業まではたどり着けませんで
したので、我々で何かできることはないかと相談した
結果、Web会議システムを使って、秋田の青年部の方
に受け入れ先を打診し、拠点を作って、何を作るとか
具体的な内容をお話させていただいて、釜石市の方へ
炊き出しに出掛けて、1日3カ所回らせていただきまし
た。秋田の地元の青年部や有志の方々に凄くお世話に
なったのを今でも覚えています。

　そういうことで、中島さんの時代になって、石巻市、
いわき市へと続いていったのかもしれない、という思
いがございます。
　たまたまですけれども、親会に私の父親が理事・副
会長という立場でおりましたので、親会さんの懐に入
りやすいことを利用させていただき、ハードルを下げ
ることができたかもしれません。そういう意味では、
例えば、福岡の青年部の副会長のところへ行きまして、
青年部があると聞いていた、是非全管連へもう一度入っ
て下さいという様な活動をし、今現在、福岡の青年部
は入って頂いております。そういう流れで新規の会員
単組、青年部があれば働きかけるということに努めつ
つ、バトンを今の会長はじめ現役の皆さんにお渡しし
ているという状況です。
司会　現会長からお願いします。
中島　私は加藤さんの後を引き受けさせていただいた
のですが、今まで皆さん2期4年やってみえたので、加
藤さんもおそらく4年やるのだろうなと思っていたの
で、本当に2年で辞められるということで、ある意味
びっくりしました。実は私、青年部協議会に携わって
から長く、初代の福田相談役の時を除いて、髙井相談
役、五十嵐相談役、加藤顧問の会長の下で仕事をさせ
ていただきました。そのため、それぞれの時代の良い
所、難しかった所を見ながらやって来れたのかなと、
今振り返ると思います。ただ、今日お集まりの会長さ
んもそうなんですが、それぞれの時代に非常にキャラ
クターの濃い方といいますか、意見を言って下さる方
がお見えになりました。これまで12年間関わってきま
したが、その中で一番イメージに残っている言葉は「全
管連青年部協議会は集まった理事さんを育てるところ
ではないよ。地元で地元の思いを伝える、そんな資格

加藤　炳秀氏
（かとう　あきひで）
平成21年度〜平成22年度
全管連青年部協議会　会長
（4代目）
京都府管工事工業協同組合
青年会
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を持った人達が集まって積極的に議論するところだよ」
ということを言われました。ただ、私がこの協議会に
携わったのも20代後半から30歳くらいの時だったの
で、まさしく自分は協議会に育ててもらったと思って
います。そのことは協議会としては正しいことだった
かどうか、今の自分を見てなんとも言えない部分があ
るのですが、そういったことがあり、それに恥じない
ように頑張ってきたのかなと今は思っております。
　先ほど加藤顧問からお話があったように、私が会長
を受けた年は、まさしく東日本大震災があった年で、
3月に発災し、私は7月に会長に就任していました。今、
思い返してみると全てが自粛ムードの中、我々も総会
も開催するのか否かも含めて非常に難しい判断を迫ら
れていたと思い起こします。
　そんな中、今年で4年目なんですが、一番変わった
と思うことは、非常に親組合さんとの関係が良くなっ
たのではないかということです。古くは髙井相談役の
時代に、親組合の総会におけるPR事業というのを初
めて始められて、それが当たり前に総会の中に組み込
まれて親組合の皆様に直接発信できるようになったこ
と、そして途中から、賀詞交換会等で親組合の皆様に
直接お会いして青年部の状況を伝えられるようになり
ました。また、五十嵐相談役の時代からだと思うので
すが、給水工事技術振興財団さんや、色々な外部の団
体の皆さんから、青年部と一緒にこういったことをやっ
ていただきたい、やってみたい、というお話をいただ
くようになって、管工事業界の中で青年部、若手がもっ
ともっと積極的に関われるということが出てきました。
そうした仕事を、親組合から青年部に任されるように

なったのが、この4年間だったのかなと思っておりま
す。非常に手を広げたわけではないのですが、広がっ
て、今の現役の三役も含めて、非常に色々なイベント
等に参加をするようになりましたので、ハードな事業
活動になっているとは思うのですが、これも全て含め
て過去の歴代の会長、OBの皆さんが着実に様々な団
体と関係を作って、つなげてきた結果であると、今、
思いながら活動をさせてもらっています。
司会　4代にわたる会長の活動を、全管連本部にいて
支えてこられた松本さんからお話を。
松本　まず福田さんの時代ですが、本当に規制緩和が
喧伝される中、指定店は存続されたけれども、これか
ら先、どうなるのだろう、というような時代でした。
会長だった小野澤さんと青年部の福田さん、やはりそ
ういう波乱の時にはそういう方々が出てこられるんだ
なと思いました。福田さんが青年部協議会会長になっ
ていただき、組合活性化こそが全管連とか我々会員企
業が生き残ることが出来る、その手伝いを我々がしな
いといけないんだ、ということを身を以て教えられた
と思っています。ただ、先ほど言った中で、資格免許
の統廃合については大変でした。実は給水装置工事主
任技術者制度は、業界からの意向に沿って、指定店を
守るために作ったわけですね。ところが理事会で、資
格の統廃合に取り組みますと報告した話が、業界新聞
の一面に「全管連が資格統廃合に検討」とぶち上げら
れたことがありました。翌日に水道課に呼ばれて「全
管連はこういうことに反対する立場になっているので
すか」と言われたときは、いやあ〜、そうじゃないん
です、これを中心に色々な我々の仕組みを作っていこ

中島　誠照氏
（なかじま　まさてる）
平成23年度〜平成26年度
全管連青年部協議会　会長
（5代目）
名古屋市指定水道工事店� �
協同組合青年部会

松本　淳司氏
（まつもと　じゅんじ）
全国管工事業協同組合連合
会　常務理事
全管連青年部の立ち上げか
ら青年部に携わり、
歴代会長と共に青年部の歴
史を築き上げた。
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うというような形でコアになるような制度なんです、
ということを説明しました。その時は非常に疲れたと
いうか、参りましたね。
福田　申し訳ございませんでした。
松本　いや、とんでもないです。福田さんは本当に素
晴らしい指導者だなとリスペクトしています。その他、
社会貢献のための水源地キャンペーンやディベートを
導入していただいた。
　次に、髙井さんの時代なんですが、本当に21世紀の
幕開けと共に髙井さんは2代目になられたんですね。そ
の年に水道事業者による第三者委託が制度化されて水
道事業も大きく変わる時代だったのですが、我々はそ
ういうようなことについては本当に無頓着だったなと
思います。水道事業者のことであって、組合がどうい
うようなことをやるか、ということまで考えられませ
んでした。
　髙井さんは業界のイメージアップ向上について、凄
く力を入れていただいたと思っています。先ほどやは
り自分で提案した機関誌『アヒルのたまご』の役割が
そういうことをさせてくれたのだと思います。実は読
売新聞に業界PRとして全管連の情報を社会生活面の
ような所に掲載してもらおうという仕掛けをしたこと
があります。掲載される寸前までいったのだけれども、
実現できなかった。これは本当に残念だったなと思っ
ています。やはり水を守り地域を守るというのが我々
の大きな役割ですから、今後は、住宅設備メーカーさ
んや管材商社さん、有識者らを巻き込んでネットワー
クを構築して進めていきたいと思いますので、引き続
き知恵を貸していただければなと思います。
　五十嵐さんの時代は公共投資が削減されて、日本の
経済が最悪の状況だった時でした。我々の仕事にも一

般競争入札が導入されて、本当に入札にはゼロか100
かといった時代でした。
　水道事業は、規制緩和から10年目を迎えた年で、そ
の状況を検証して必要な措置を講じるような機会が
我々にも与えられました。その対応が全然上手く出来
なかった。本当に自分自身も反省していますけれども、
工事業者だけが何を言っても評価、理解してもらえな
いんだということを、身をもって感じました。本当に
こういうことを繰り返さないように厚労省や色々な水
道関係者と連携を強化して対応していかないと、事務
局自体がいらなくなるというか存在感が無くなるよう
なことになると痛感しました。
　五十嵐さんの時には、そういう時代でしたから本部
にいる我々はあまり関われなくて、非常に苦労された
と思います。IT導入とか色々なことで功績、貢献して
いただきました。本当に恐れずに新しいことに挑戦す
る姿勢には感服しております。
　加藤さんの時は、現在の大澤会長と時代が重なって
います。大澤会長は本当に課題を拾いだして徹底的に
その事を解決しようという、やはりリーダーとしては
素晴らしい方だと思っています。当時我々は組織強化
のために47都道府県にわたる連合会化ということを何
とか早めにしていこうと、会長に提案し、それを実行
してもらいました。また、災害対応の確立にも成果を
上げていただいた。東日本大震災の前に、既にマニュ
アルを作ってあり、色々なことを準備できたというこ
とが、我々組織の大変大きなPRになったと思ってい
ます。
　技術、技能者の育成にも力を入れております。技能
五輪や技能グランプリなどで活躍できるような体制作
りにも尽力されました。そして最後4つ目として青年
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部との連携活用を事業目標に掲げました。この4番目
の事については親会と青年部という目に見えない垣根
を越えて、初めて共同で色々な事業を一緒にやれるよ
うな体制を敷いてくれました。ここまで10年以上の時
間を要したということについては、皆さんがどれくら
い苦労したかということについて、本当に申し訳なかっ
たと思います。加藤会長はこのような大澤会長の意向
を十分に踏まえていただいて、親組合との連携に努め
てその距離を縮めていただきました。
　中島さんの時代ですけれども、これは現会長へのお
願いというか提案になりますが、時代に大変敏感な青
年部の方々は、今、水道界からも注目されています。
この対応力を全管連本部にもっと活かせるように組織
改革とか提案をしながら、実行部隊として活動できる
ように仕組みづくりを一緒にやっていきたいと思って
います。関係者の理解も今なら得られると思いますし、
協力もしてもらえると思います。そうした活性化を図
り、次の時代に繋げていけるようになったら良いと念
願しております。
司会　一回り発言いただいたところで、補足や感想を。
親会との話が印象的でしたが。
髙井　親会との関係は随分出ましたね。そういう意味
では私は、福田さんの挑戦する姿勢に憧れ、でも自分
はできないから融和路線にもっていったという気持ち
はあります。結果的にそれが時流に合っていて、今の
松本さんの発言になったのかなと思います。親会の方
も「生意気に何を言うとるという姿勢の人がたくさん
おられたし、青年部自体が無い所もありました。そう
いった意味では福田さんの時の時代背景と加藤さんや
中島さんの時の時代背景には大きな差があると、改め
て感じています。そういう話を聞いていただける会長
になっただけでも、今の青年部の方は恵まれているの
ではないかと思います。
福田　今の人が大澤会長のことを「親父」のように呼
んでいるのを聞いて凄くビックリしました。私たちの
頃は金子会長なんて雲上人で、近くにも寄れないとい
う雰囲気がありました。文字通り親子だということで
色々と接触は試みましたけれども、松本さんにも随分
骨を折ってもらいました。「青年部アワー」という企画
を是非やりたくて、働きかけました。私は青年部活動

が組合の活性化につながるという信念がありましたの
で、「青年部のすゝめ」という冊子を作って単組でない
ところで、青年部を作るよう呼びかけて、色々なマニュ
アル本を作ったんです。結局、青年部アワーは実現し
ませんでしたが、後日、皆さんのご努力でそういうよ
うな機会を作ってもらったり、あるいはブースを設け
たりできました。
髙井　外部にも知ってもらわないといけないけど、中
にも知ってもらわないといけないという課題は、私に
とって大きかったです。『アヒルの…』はたったA4の
4ページの中に私達の素晴らしい活動を知ってもらわ
なければなりません。今はいただいている補助金も何
もないという状況で発刊していたこともありましたの
で、そこが私の原点になっており、今でも自分の糧に
もなっています。どうやったら見て楽しんで読んでも
らえるかということを常に考える、こだわりを持つと
いうことをここで学ぶことができました。先ほど、松
本さんから読売新聞の話が出ましたが、その頃、悪徳
業者みたいなものがはびこっていた時でもあり、社会
問題・消費者問題に関連づければ、全管連を取り上げ
てくれるかもしれない、と考えたわけです。要は知名
度を上げることによって会員を増やしたり、親会より
も先に青年部の名前を売る事によって親会に認めさせ
たりとか、そんな姑息なことを考えていたのも事実で
すね。
　今考えると、その努力というのは大切で、どれだけ
素晴らしい活動をしていても、発信力がなければ伝わ
らないし、井の中の蛙になってしまいます。そういっ
た意味では、五十嵐さんも加藤さんも対外的にもどん
どん出ていって賛助会員も巻き込んでという活動をし
ていただきましたが、その種まきは私の時に出来たの
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ではないかと思います。色々な講師を呼んできて、話
を聞いたり、ダメだったらこちらから足を運んだり、
出前トークミッションといった名前をつけて、各地を
行脚してまわったり…。来てくれないならこちらから
行くという話で、あちこちに行ったということも非常
に印象に残っています。
司会　初代と2代目は、切り拓いた人と融和を図った
人ということで、絶妙のバランスだったという印象で
す。
五十嵐　お2人の功績は非常に大きく、私はその功績
と言う輪を他の輪と結ぶことと重点を置いていました。
会長をしていると、外部団体、異業種、加えて全国各
地の親会からなど、様々なアプローチを受けます。私
は来た物は全て受けいれて、お話を聞く、それが青年
部協議会にとって有益になると判断したら、どんなに
タイトであっても関係を絶やすことなく、進むように
していました。
加藤　確固たるベースを作っていただいたので、それ
を良い所は使い、自分なりに変えたいところは変える、
としか考えていませんでした。太く短く2年間務める
と決めていましたので、事務局からも、もう一期やれ
と、だいぶお叱りを受けましたが。「やっと良い会に
なってきたのだから」という嬉しいお言葉もいただい
たのですが、自分としては、出来ることはやったとい
う気持ちで引き継ぎました。
司会　髙井さんとは違う意味で「ソフト路線」のよう
でしたね。
加藤　どちらかと言うと、そうですね。先輩方がぶち
あたられたその後ということで、自分の時はある程度、
言葉は悪いですが、障害物が無い状態になっており、
ある意味、下地を作っておいてもらっていたと思って
おります。
髙井　日本水大賞の受賞もエポックメイキングな出来
事でした。秋篠宮殿下の前で表彰をしていただいたと
いう栄えある賞です。その賞を無謀にも貰おうと挑戦
したのも無茶でした。ここだけの話、貰うためにはど
うしたらいいのか、厚生労働省に話を聞きにいったん
ですよ。福田さんが立案された環境問題への取組みを
評価してもらおうという話ですが、実際、始めたばか
りの活動事業で、確かに大切な水環境保全を、水を生

業としている我々こそが出来る事をやっているのだけ
れども、まだ始めたばかりで、評価に値しないという
のが本音でした。全国で水について一生懸命取り組ん
でいる団体、NPOがたくさんある中で、これはちょっ
と賞を貰うのは難しいなという話が聞こえてきた時に、
松本さんと一緒に厚生労働省へでかけ「どないしたら
賞が貰えますかね？」とストレートに関西弁で聞いた
ところ、相手が困った顔をしたのを今でも覚えていま
す。新聞に初めて全管連青年部協議会が掲載され、一
瞬ですけれど注目されました。栄えある賞を外部から
貰えた、我々を評価してもらったわけです。全国の仲
間を評価してもらうにはどうしたらいいか、というと
ころから生まれた行動でした。身内が褒めてくれない
のだったら外の人に褒めてもらう。外の人に褒めても
らえたら、親会は無視できないだろうというわけです。
そこで、粘りに粘って賞を貰いにかかったという。そ
んな裏話が実はあります。
司会　戦略的に巧妙だったですね（笑い）。
福田　やっぱり親会の見る目も変わりましたね。
髙井　評価せざるを得ないですよね。外部の人から「ど
う思われますか？」と聞かれて、「あいつら良うやって
る」としか言われないですからね。「けしからん」とは
絶対に言えないので（笑い）。ですから、表彰の舞台に
上がって賞状を貰った時には嬉しかったし、してやっ
たりと思いました。
髙井　それに味をしめて、やはり全国紙に掲載されな
ければダメだというので、また局長を連れて無謀にも
読売新聞へ行って。それも1回だけではなくて、3回ぐ
らい行きました。
司会　マスコミの担当者が、全管連青年部協議会とい
う組織を知るだけでも価値ある行動だと思いますね。
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髙井　五十嵐君にバトンタッチするのが決まっていた
真際まで一緒に読売新聞へ行ってました。
五十嵐　当時の高井会長は非常に厳しかったですよ（苦
笑）。ですが、高井さんの妥協を知らない拘りのおかげ
で著名な方々とも接点を持つことが出来ました。
　著名と言えば、こんなエピソードもありました。全
管連にも様々な面でご協力を頂いている橋本総業の橋
本社長と会談をする機会があった時、「何か望みを叶え
るとしたら」と、お話があり、私は迷わず国土交通省
大臣とお会いする機会を作って欲しいと無理なお願い
をしました。
　ですが、橋本社長はその場で自らの携帯で当時の谷
垣大臣の秘書だった方に連絡と取ってくれて会談の機
会を作って頂きました。
　その後、日程も決まっていたのですが、福田総理の
突然の辞意表明で実現はしなかったのですが今思い出
しても、非常に残念で仕方ありません。
髙井　そんなことがあったのですか（笑）。
司会　座談会の後半には、現状と課題についてお聞き
したいと思います。
中島　全管連青年部、特に理事は忙しくなっています。
それは他団体との活動が多くなっているためで、この
4年間でやってきたことをみますと、例えば、「子ども
霞が関見学デー」というイベントで初めてお声がけを
いただいた。具体的には、我々の組合員が普段、水道
週間等のイベントでやっているような活動を、夏休み
の小学生に向けに、霞ヶ関で開催するということです。
依頼を急遽いただき、実行部隊を組織して実施しまし
た。引き受けた理由は、全管連青年部、ひいては親組
合のPRに役立てばということなので、一般のお客さ
んに管工事組合の存在や、やっていること、例えば東

日本大震災の復旧ではこういう活躍をしましたよ、と
いったようなPRをさせていただきました。しかし、霞
が関でのイベントは初めての経験ということもあって、
PRするまで行き着かずにイベントで終わってしまっ
たというところは反省点として残っております。その
ように、イベントがあると引く手数多という状態です。
　また、水道施設耐震化プロジェクト会議というのが
ありまして、これには富山の会長で全管連の副会長の
藤川さんが会議に参加されています。その中でワーキ
ンググループがあり、水道施設の耐震化率が低という
ことを一般の人にどう伝えるかという活動方法を検討
したり、世論を盛り上げて予算を確保していく方向に
もって行けるような活動をさせていただいております。
　これも、青年部に声がかかったということは、地元
レベルで一般のユーザーさんに日頃から、水を使った
イベントをしているので、その辺りのノウハウを活用
して、一般のお客さんを巻き込んだ活動に期待してい
ただいている、というところが出発点だと思います。
　ただ、全国の会員一丸となった活動ではないので、
そのプロセスや方法を皆さんに伝えていくことを通し
て、地元で活かせるところがあれば活かしてほしいと
考えています。逆に、地方でこういうイベントをやっ
たら一般のお客さんに喜んでもらえたよ、というよう
な情報を貰う事によって、それを何らかの形で活かし
て、中央でのイベントに実現していく、ということが
出来ると思います。全国一丸となっての活動は難しい
のですが、歴代の会長さんにご出席いただいておりま
すので、何かヒントが貰えれば幸いです。
髙井　他団体との付き合いや対外的な活動で忙しく
なったということは、青年部としては望ましいことだ
と思います。福田さんや私の時には、情報が欲しいし、
こちらから交流したいと思っていましたから、それに
比べると随分温度差があるようにも感じられます。そ
ういった中で、時流にあった活動が必要だし、もう一
つはそれが青年部協議会にとって、利のあるものなの
か、そうではないものなのかという選別は必要な時に
きているのかなと思います。もちろん物事を損得だけ
では考えられないですが、チャンスを頂いて、そこへ
行って色々なことに挑戦することは大事なことです。
　耐震化プロジェクトの話も、今後につながる我々の
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生業の話だから良いと思うのですが、だけど、半分片
足はつっこんでも、あと半分は全国のメンバーにとっ
て、有益なものかどうかという判断を、会長やキャビ
ネットはしていかないといけないことじゃないかと私
は今、お話を聞いて感じました。
　私が今、地元でやっているのは人材育成で、実務者
委員会というものに、会を代表して人を送っています。
私達も次の担い手として育てられたけど、私達のさら
に次の担い手を育てることが今、急務ではないかと思
います。建設業は人材不足になっているし、我々の業
界も早急に手を打たなければなりません。全管連の親
会としてもそういう取り組みはしているとは聞いてい
ますが、そのスピードでは間に合わないぐらい今、業
界の若い担い手が少なくなっています。これは地方自
治体も同様で、行政を担う技術者も場合によっては集
まらないようなひっ迫した状況になっています。
　そんな中で、我々中小企業へ、将来の技術者となっ
てくれる人を入れようと思っても、工夫とか知恵を絞っ
て、青年部の柔軟な姿勢や行動力、アイディアを活か
さないと若い人達は簡単には入ってこないと思います。
我々の業界が10年20年後に存続する、そして全管連
が存続するためにも、そこを重視してやらないといけ
ないのではないでしょうか。今、為すべきことは、人
材の確保ではないかと思います。それは全国の会員の
課題で共通する事だし、そこが我々の腕の見せ所では
ないかと今、感じています。
松本　全管連として、平成27年度の事業計画で設備工
業高校との連携を考えておりますが、青年部として支
援していこうという仕組みについてお話いただければ。
中島　業界に我々の次の世代が入って来ないという以
前に、新しい職方が少ないという状況もありますので、
対応は急務です。設備工業高校の全国的な組織があり
まして、たまたま平成27年の賀詞交歓会の際に、そこ
の事務長さんにお会いする機会があり、意見交換をさ
せていただきました。我々設備業に対する理解も少な
いし、担い手も少ない中で、我々なりに生徒さんにPR
する機会を欲しいという話をさせていただきました。
それに対して、7月に設備工業高校の先生方が集まる
大会があるので、そこで直接全管連がPRしてみては
どうかというお話をいただきまた。前向きに日程を調

整し直接PRさせていただきたいと思っています。
　また、技術の継承については、今までスポットが当
たってなかったと思うのですが、技能五輪大会に向け
て、「技能五輪チャレンジ」と名づけた事業を実施して
います。元々は若手の方が自分の技能を高めるきっか
けとなるようにと取り組んでいる課題でしたが、我々
自身が挑戦してみて、技術的にはそれほど難しくはな
かったのですが、それにより、今後、若手が技術を高
めるためにどうやたらいいか、どういうフォローをし
たらいいか、ということを探る事ができました。そう
したことをきっかけとして、技術の継承や業界のPR
を図ろうとしています。
髙井　工業高校や設備工業科自身が無くなりつつある
という現状が全国で見て取れます。兵庫県もそうなん
ですよ。だから、「設備工業」という名前に関わらず、
高校生、大学生に対して、我々の業界はこんな業界な
んだ、こんな素晴らしい所があるし、やり甲斐がいが
あるんだとPRしていかねばなりません。そのために
はまず、学校・教員に知ってもらわないといけない。
学校・教員が知る事によって、それが生徒に伝わる。
生徒に伝わる前に保護者を説得しないといけない。こ
れは大学生の親も高校生の保護者も一緒ですよ。そう
いったことをPRするためのツールとかDVDなどが整
えられて、初めて7月の舞台でも上手くいくと思うん
ですよ。そうしたものが我々の業界には一切ないでしょ
う。
中島　ありませんね。
髙井　全管連だけではなく日空衛など、関係する団体・
組織にも全くないので、これこそ我々青年部が先駆け
てやらないといけないことではないかと思います。そ
れは投資しても絶対実のある物だから、それこそ親会
とか今の賛助会員、それから行政に呼びかけて、是非
タッグを組んで進めるべきです。行政のお手伝いばか
りするのではなく、こちらのお手伝いもしてもらって、
人材を確保できれば良いのではないかなと思います。
これは今の親会ではちょっと腰が重たすぎるのではな
いでしょうか。青年部だから出来る、フットワーク良
く動いて、そのモデルを出来上がった物を、全国へ発
信していく。それを全国で活用して、その地元の学校
と教育委員会とタッグを組んで、見本になる事が出来
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れば、業界の担い手が入ってくるのではないかと思い
ます。
　学校の中に、一級管工事施工管理技士のポスターが
貼ってあるのは少ないと思うんです。電気工事士とか
土木の技能士とか建築士の資格のポスターは貼って
あっても配管技能士とか一級の管工事施工管理技士が
貼ってあることは少ないですよ。業界のポスターさえ
PR出来てないんですよ。先ほど、発信が大切だと言
いましたが、やはりそれが出来るのは青年部ではない
かと思います。
福田　名称からして曖昧ですね。工業高校の中でも機
械科と言ってるところもあれば、別の名前になってい
るところもあり、管工事がどの分野なのか、明快でな
いということですよね。それだけやはり業界のPRが
足りていないということでしょう。高校に対してはイ
ンターンシップなどが非常に効果的かなと思います。
先生方がだいたい理解がないもので、進めてくれない
と、生徒は動かないですからね。
　それと、アドバイスをということですが、私が会長
を務めている時にいつも考えていたことは、全国の組
織だから、全国のメンバーを巻き込む方法がないかと
いうことを常に考えていました。例えば、組合の存続
問題が出た時に、組合の在り方に対する懇話会という
事業を八戸の方にやっていただいたんですよ。やり方
としては、こういうテーマについて各単組で語り合っ
てくれという話を全国に発信して、そこで得た情報を

元にして理事会なりで議論するとか、次のアクション
へ移るとか、そういう手順を踏んだわけです。それに
よって、一つ同じ情報を発信するにしても、参加意識
が全国の仲間にあるとすれば、非常に事業の効果は大
きいのではないかなというように考えて、色々とやっ
てきた覚えがあります。単なる方法論ですが、また参
考にして頂けたらと思います。
五十嵐　設立から多種多様のコンセプトを掲げて様々
な事業を実行してきた中で、成功した事業もあります
が、打ちのめされた事業もありました。
　青年部協議会のメリットそれは、全国に連なる会員、
そして横に繋がるネットワークだと思います。もちろ
ん会員目線での事業というのは大切だと思いますが、
年に1つだけは全国組織として誇れるPR事業を行って
ほしいなというのが一点。あと1つ、今後は仕事につ
ながる活動もこれからは大切ではないか思っています。
例えば、各自治体が持っている、配管図等を指定業者
が一定の条件を保ちながら、閲覧が出来、休日や夜間
等の漏水等でも、管路が確認出来て、スムーズに修理
を行えるような、自治体との連携模索などです。
　全国の様々な事例を集約し、厚労省に持ちかけてトッ
プダウンで、各自治体に取り組んで頂けるような活動
も非常に難しいことではありますが、行っていく必要
があろうかと思います。
髙井　「官から民へ」という動きは全国的に拡大してお
り、その背景には行政の人間が少なくなってきて、水
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道局でも職員の削減を図っていて、運営していくため
に急いで官から民へと、厚労省も旗を振っているわけ
ですから、その流れで言えば、いかに合理化を図るか、
ということでしょう。五十嵐さんが言った内容は理に
かなっていて、ただ、個人情報や公の大切な情報であ
るから、セキュリティという部分では、それなりの対
策が必要ということでしょう。例えば各会社のデスク
で閲覧は出来なくても、水道組合へ行けばリアルタイ
ムな最新の情報が見えるぐらいのことが出来るように
調整を図るとか、そういった成功事例を青年部が集め
て、モデルがあることを示してあげるというようなこ
とをするというのは有益です。
　ただ、親会を飛び越してそれをやって認められるか
どうかという問題はありますが。だけど、親会と青年
部の垣根が今、低くなっていって、青年部にも親会の
人と同じ年齢の人がいるのも事実だし、そんな中で、
私達の担う部分は、ここは絶対譲れないという部分と、
私達が出来る事を念頭においてという気はします。「親
会の下請けであってはいけない」と、よく福田さんに
言われました。オリジナリティがないといけない、と
いうのを言われたのですが、これはやはり時流ありき
のことで、やはり20年たっているから、これからの先
を考えた時に、親会の一部は我々が担うんだというこ
とが、昔は叶わなかったけれど、今だったら叶うのか
なという気も五十嵐さんの話を聞いて思いました。
加藤　確かに、人材の確保と育成は、地元の経営者の
1人としても切実な問題で、身につまされている部分
は正直あります。余談になるかもしれませんが、京都
府の土木の方のお話によると、府の土木の職員自体が
募集をしても来ない状態になっているそうです。今、
京都府下で例えばですが、土木の勉強をしている学生
というのは100人足らずです。京都府下だけで言いま
すと土木科は伏見工業高校と舞鶴高専しかありません。
よく考えてみれば、土木科をわざわざ選ぶという学生
は、家業が土木分野である人間の方が多いんですね。
そうすると、卒業後には家業を継ぐ可能性が高いわけ
で、行政としても今後の課題として考えていかなけれ
ばなりません。その話をされた方は、管工事組合じゃ
ない方なのですが、土木としてタイアップして考えて
いきましょうという話もしておりました。それから、

高校生、大学生、専門課程にこだわらず、PRしてい
くということは必要なことだと思います。色々な機会
で高校生にPRをしてきましたが、管工事業とは何か
ということが、何らかの形で伝わっていれば良いので
すが、果たしてどこまで伝わるかということは、本当
に分かりません。
松本　私の方から全管連としての新しい動きを紹介し
たいと思います。平成25年の11月になりますが、自
民党に水道事業促進議員連盟を設立され、公明党にも
26年10月、政務調査会に上水道事業促進委員会が設
置されました。
　全管連としては国会議員の先生方との連携を図って
いまして、平成27年度水道予算については、当初予算
が久しぶりに増えたり、耐震化の予算が50億円確保で
きたりという成果を上げることができ、やはり先生方
の力というのは大きいものがあります。全管連でも、
今まで政治力が無い等色々なことも言われてきました
が、やっとそういう流れを、若干でも変えられるよう
な対応を、これから検討していきたいと思います。そ
ういう中で皆さんが、どういう所に期待しているか、
事前に聞かせていただきたいと考えています。
　後、品確法が改正されたりして、企業の動きも変わっ
てくるとは思いますけれど、そういう中でやはりアウ
トサイダーとの差別化が、これからの生き残り策に繋
がっていくのではないかと思いますので、そういう点
について、皆さんから意見を集約できるような体制を
作っていけると良いと思っています。
司会　最後に、現会長から一言。
中島　本日は、青年部協議会の歴史も含めて、色々な
お話を伺う事が出来ました。課題というのは常にある
ものなのですが、1つ1つの課題を着実に片付け、改善
していかなければならないと思います。髙井相談役か
ら人材に関してのお話をいただきましたし、また、そ
の手法についても福田相談役からいただきました。今
日いただいた話を理事会をはじめとして、会員と深め
ながら、今後の活動に繋げていければと思っておりま
す。今日はお忙しい中、お越しいただき、意見をいた
だきまして、本当にありがとうございました。�（了）
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　この度、全国管工事業協同組合連合会青年部協議会
は創立20周年を迎えることができました。平成9年2月
に管工事組合及び組合員の次代を担う後継者を育成す
ることを目的として全管連青年部協議会を設立され、
諸先輩方の絶え間ない努力と行動により、現在では全
国に誇れる団体に築き上げて頂きました。これもひと
えに、親組合の皆様、そして歴代会長をはじめ、役員
ならびに全国の青年部会員の永きにわたるご努力の賜
物であり、深甚なる敬意を表する次第です。
　この20年間は、わが国経済社会を取り巻く環境が大
きく変化した激動の時代でありましたが、この間、全
管連青年部協議会も時代と共に大きく変化いたしまし
た。そしてこの度、創立20周年を機に記念誌を取りま
とめることは、全国の青年部会員が次の新しい時代に
向けた全管連のあり方を考えるうえで大変意義深いこ
とであり、また各地域の更なる発展に大いに資するも

のと確信しております。
　過去の歴史を振り返り検証すること。そこには歴代の
会長並びに多くの諸先輩方の艱難辛苦の足跡がしっかり
と標されており、その誇りと伝統の重みを強く感じます。
奇しくも20周年という節目の年に私が拝命した全管連青
年部会長、全管連20年の歴史の中で単なる通過点にな
るのではなく、一つの起点として何らかの結果を残し、
次代へとしっかりバトンタッチしなくてはならないのだ
という使命感を持ち活動を続けて行きたいと思います。
　最後になりますが、ここまで全管連青年部協議会を
しっかりお導き頂いた歴代会長並びに諸先輩方に心か
ら感謝と御礼を述べさせていただきますと同時に、これ
から後に続く後輩の皆様方が、揺るぎない信念の下、全
管連青年部協議会を愛し互いに切磋琢磨しつつ、自企
業との両立を遂げることが出来るよう心の底から祈念申
し上げまして設立20周年の言葉を添えさせて頂きます。

　20年の歳月を経て、当青年部協議会の活動も、親組
合と連携して　諸問題に取り組む姿勢が窺える。業界の
未来を切り拓く組織としては　大変頼もしい限りです。
　特に「水道耐震化プロジェクトWG」への参画は、わ
が業界の代表者として、大いに発言をしてくれたことと
拝察します。しかしこのプロジェクトは、市民の理解を
得つつ　様々な活動が必要であり、当会の存在理由とも
言える　斬新な発想と行動力の発露としていただきたい
ものである。我国の災害時対策は、関西、東日本の大震
災を経験し、大きくその体制が整備されたところですが、
発災後の対応以上に有効な手段は、予防としての耐震化
であることは自明の理であります。そういう観点からも、
ステークホルダー当事者として、具体的に社会のコンセ
ンサスを得る活動を全国規模として展開されることを期
待します。

　また上記と並行し、ライフラインの担い手としての当
会には、発災時の地元体制としての初動給水等BCPの
普及整備についても　行政と連携し尽力して欲しいとこ
ろです。

「現役の青年部へ」
　光陰矢の如しと申しますが、私の実感としてはまさに
それ以上であります。
東京如水会館での設立総会では、発起人代表として、各
地元の若い人たちのレベルアップこそが、当会の設立の
趣旨であるとご挨拶しました。
爾来20年間、現役諸君は確実に　期待通りに　いやそ
れ以上に　その役割を果たして来られました。さらにこ
れからの未来に向け、社会の為にご活躍されんことを
祈っております。

次代の青年部に誇りと伝統を持って頂くために
全国管工事業協同組合連合会青年部協議会　現会長　秋山　雅仁

青年部協議会に望むこと
全国管工事業協同組合連合会青年部協議会　初代会長　福田　可也
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　地域に密着した組織力と長年培ってきた技術力が備
わっている我々は、行政の仕事の一部が民間委託にな
る機会が増えている今、仕事を任せて貰える組織とと
して、これまで以上に信頼に応えていかなければなら
ないと感じます。今後も若い人材を継続して育て、実
績や経験の上にある技術やノウハウを丁寧に継承し、
民間であるがゆえに出来る効率のよい運営を目指すこ
とが望まれます。有益情報の瞬時共有化も含め、更に
機動力に優れた組織体制にしていくことが大切なポイ
ントであると思います。
　また、全国から寄せられた優れたモデル事例や今ま
でにない新たな取り組みをタイムリーに紹介し、寄せ
られる様々な悩みや問題に対して、あらゆる観点から
現場にマッチした答えを提供し助言できないものかと
考えます。

業界の活性化は勿論、多種多様なテーマで全管連の未
来を考え、異業種とのマッチングやコラボレーション
事業などの試みも加速させ、国民に必要とされる団体
であることを積極的に発信していくことが今後に必要
な取り組みではないかと考えます。

〔現役の青年部へ〕
　斬新な発想と積極的な行動で業界の見本となるべく
活動を続けられている現役青年部の皆さんに心から感
謝と敬意を表します。
　世の中には画期的なことや実績の無いことをやると批
判の対象となってしまう風潮もありますが、人のやって
いないこと、試していないことをやってこそ青年部。こ
れまでの実績や経験も活かしながら、今後も型にはまら
ない魅力ある活動を目指して欲しいと願っています。

　全国的に官から民への以降が進む中、各自治体が保有
している独自の配管図等は指定工事業者であれ、窓口に
赴かないと閲覧出来ないシムテムとなっているのが現状
である。
　管の老朽化による自然漏水は休日、夜間を問わずいか
なる場所でも発生し、また解体業者による無断な給水管
切断等の事例もある中、如何にスムーズな現場対応をす
ることが求められているものの、必要な情報が得られな
いまま現場に出向き、対応に苦慮することが頻繁にあり
ます。
　ある一定の条件をクリア出来れば、オンラインでマッ
ピング等の情報を得られ、即座に現場対応している地域
は存在するのでしょうか？
　全国の様々な事例や意見を集約し、自治体との連携を
進めて、更なるサービス向上を目指す事が他業者、他団

体より、一歩も二歩も抜け出る、鍵になると考えます。
　様々な壁は立ちはだかるものの、全管連として、先頭
に立って自治体との連携模索を図り、スピード感溢れる
対応は必須条件である。
これまで取り組んできたことに加え、全国会員一社一社
の利益向上に繋がる取組みをあえて名付けるとするなら、
「株式会社　全管連」！！

機動力に優れた組織体制の構築を
全国管工事業協同組合連合会青年部協議会　第2代会長　髙井　豊司

自治体との連携強化により、より一層のサービス向上を！
全国管工事業協同組合連合会青年部協議会　第3代会長　五十嵐　俊弘
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　現在、水道業界の課題として、水道職員や工事に携
わる従事者の減少と高齢化で技術の継承への取り組み
が問題となっています。我々青年部はそのような状況
の中、技能五輪全国大会への課題製作に取り組みなど、
若年者へ向けたメッセージを行ってきました。現場の
第一線で働く我々の声を今後も届けるようにできれば
と思います。
　また、同業者や同世代の人の青年部を知ってもらう
ための活動を増やし、SNSに代表される「facebook」
や「LINE」を使った情報発信を続けてきました。今
後、このような情報発信はさらなる進化を遂げ、私達
の業界にも使用されてくると思われますので、その際
には時代に乗り遅れないようにしていきたいです。
　今後、未来の建設業界を担う若年技能者の若者達に、
我々「命の水」を守る水道業界の素晴らしさを伝える

とともに、青年部らしい柔軟な発想の事業を期待して
います。

【現役の青年部へ】
　私が会長を務めた2年間は、役員の意見が活発でし
た。その姿勢は失わず、我の強い意見を出しながら、
青年部事業を進めていってほしいです。また、今後は
親組合の役員になられる方も多くいると思いますので、
青年部らしい発想を親組合のステージで生かしていけ
るよう期待しています。

　地域性、あるいは各々の過ごした時代背景により、
同じ青年部会員であれ、活動に対する動機づけ、活動
方法の違いを肌で感じる機会は多いと思います。一方、
全国より集まる多様な価値観をもつ会員が、その違い
を理解し、共通点を模索する過程こそが、全国組織で
ある当会の醍醐味であり、意見交換を重ねてきた結果、
地域密着、豊富な知識と技術力を持つ誇り高き技術者
集団といった長所を認識でき、協議会内で共有に結び
ついてきたのだと思います。
　例えば、組織力を高めた災害対応の必要性、あるい
は新規入職者確保の難しさを、当会の設立時の20年前
に想像するのは難しかったように、今後も課題が次々
と現れるでしょう。ただ、どんな状況下であれ、「地域
密着」「水道を守る」「知識を高める」「技術力を高め
る」といった根本の部分を常にぶれずに意識した活動

を切に望みます。この意味で、昨年、「技能グランプリ
課題の挑戦」という事業を通じて、技術を高め合う姿
勢を、設備を学ぶ学生へ発信した活動について、課題
製作から学生へのPRを含めた一連の流れに運営側の
資質と問題解決に対する嗅覚、素早く効果的な行動力
を見て大変心強く感じました。
　会員各々が私共の根っこである、地域の水道を守る
という視点を意識し、官民問わず様々な関係団体との
意見交換、連携、発信に積極的に取り組むことが地域
の水道を守り、さらに自社、地元組合、協議会の発展
に繋がると信じます。若き皆様には、各々の行動、活
躍が日本の水道を守る使命の一役を担っている意識の
もと、これからの活動に取り組んでほしいと思います。
皆様の益々の発展と活躍を期待しております。
頑張れ、全管連青年部協議会！

20年の経験を活かし、さらなる高みへ
全国管工事業協同組合連合会青年部協議会　第4代会長　加藤　炳秀

日本の水道を守るのは君たちだ！
全国管工事業協同組合連合会青年部協議会　第5代会長　中島　誠照
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全国管工事業協同組合連合会
青年部協議会とは

　全管連青年部協議会は管工事組合及び組合員の次代を担う後継者を育成し、
会員相互の親睦と親密なる提携を図り、その活動を強化することにより、管
工事業と中小企業の組織活動の推進と振興に寄与する事ことを目的として、
1997年2月15日に設立されました。
　設立20年を迎えた2016年9月現在、本会の規模は27都道府県31団体、会
員1,600名を数えるまでになりました。（参考：設立10年時　24都道府県29
団体1,400名）
　本会は、「既成の概念にとらわれない自由な発想と行動力で業界に新風を送
る」をモットーに、よりよい社会・環境の未来を願って、さまざまな青年部
らしい活動を続けています。
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五十嵐会長

加藤会長

中島会長

秋山会長

「ディテール/detail」
細部にまでこだわった新たなる改革のスタート

「結集　〜ひとつになろう〜」

「Only One」 
皆さん、各々のファンを作りましょう

「挑戦　一歩前へ」

看脚下（足元を見よ）

「スケールメリット/scale merit」
規模の大きさに伴う利益を目指して

「温故知新　〜回顧・そして成熟へ〜」

「ゆいまーる」 
相互扶助の気持ちで行動しよう

追求　〜高め合おう〜

ボトムアップ（底上げ）

2007

2011
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2013
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2008
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2010

2014

2016
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度
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と
に
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マ
に
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11

12

13

14

15

【プログラム】
・講演会「双葉山に学ぶ相撲道の再
考」（講師：前時津風親方、第8第
日本相撲協会理事長　内田　勝男
氏）

・「日本酒」利き酒大会

新潟総会
平成19年7月14日
開催地：新潟市
ホテル新潟

【プログラム】
・講演会「被爆体験を語る」� �
（講師：新宅　勝文氏）

広島総会
平成20年7月12日
開催地：広島市
広島国際会議場、	
ANAクラウンプラザホテル広島

【プログラム】
・講演会「日本の水道のゆくえ　〜
民間活力の導入と施設更新〜」� �
（講師：東京都市開発株式会社顧問　
石井健睿氏）

・竿灯（かんとう）の実演ショー

秋田総会
平成21年7月4日
開催地：秋田市
秋田キャッスルホテル

【プログラム】
・講演会「若者へのメッセージ」� �
（講師：近畿産業信用組合代表理事
会長　青木定雄氏）

・腕相撲大会

京都総会
平成22年7月3日
開催地：京都市
京都全日空ホテル

【プログラム】
＊東日本大震災の影響により講演会
の開催は無し東京総会

平成23年7月16日
開催地：東京都千代田区
如水会館
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16

20

17

18

19

【プログラム】
・講演会「日夜水道を支える管工事
業への期待」� �
（講師：厚生労働省健康局水道課　
課長　石飛博之氏）

・講演会「心に木を育てよう　〜持
続可能な未来に向けて〜」� �
（講師：稲本　正氏）
・第1回全国カン切断王選手権大会

富山総会
平成24年7月14日
開催地：富山市
名鉄トヤマホテル

【プログラム】
・講演会「道の教育」� �
（講師：専門学校禅林学園校長、禅
林学園高等学校校長　小判繁樹
氏）

徳島総会
平成25年7月20日
開催地：徳島市
ホテルクレメント徳島

【プログラム】
・講演会「人と人とのつながりの大
切さ」� �
（講師：サッカー解説者　セルジオ
越後氏）

埼玉総会
平成26年8月23日
開催地：さいたま市
浦和ロイヤルパインズホテル

【プログラム】
・講演会「世界一を目指して」� �
（講師：齋藤春香氏、元ソフトボー
ル女子日本代表監督）

青森総会
平成27年8月1日
開催地：青森市
ホテル青森

【プログラム】
・講演会「汝何の為にそこにありや」�
（講師：佐藤裕之氏、羽後設備㈱代
表取締役社長）

・ピッタシ管管

【創立20周年記念式典】

東京総会
平成28年8月20日
開催地：東京都新宿区
京王プラザホテル
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水源地をきれいにするキャンペーン＆エコ倶楽部探検隊

　全管連青年部協議会の継続事
業「水源地クリーンキャンペー
ン・エコ倶楽部探検隊」のレポー
トが完成しました。今年度も12
単組の応募があり、全国各地で
活発な活動の報告があり、平成
27年6月6日〜平成27年11
月28日に実施されました。
　北は北海道から南は大分県まで、青年部会員や社員の方、協力業者
の方、ご家族、子供からお年寄りまで各水源地のゴミ拾い等で汗を流
していただき、「水源地クリーンキャンペーン・エコ倶楽部探検隊」の
趣旨にご賛同下さり、ご参加の皆様に心より感謝申し上げます。
　阪神大震災から21年、東日本大震災から5年が経ちますが、改めて
忘れてはいけない、風化させてはいけない、「水」の大切さ、きれいな
「水」のありがたさを実感できる活動ではないでしょうか。
　美しい日本の環境、水源地をより美しく子供たちの世代、その次の
世代まで引き継いでいけますよう、全管連青年部協議会発足からの継
続事業であるこの活動が全国の全単組に広がることを願っております。
　活動事例は全管連青年部HPにて紹介しています。

http://www.zenkanrenjr.jp/water2015/index.html

合同ボランティア清掃活動

福島地区管工事協同組合青年部・ 
（一社）福島県空調衛生工事業協会北支部

日本一の清流「荒川」の河川敷にある「荒川桜
づつみ河川公園」と河川敷の清掃活動を行いま
した。この時期福島では恒例の「芋煮会」を行
うグループが多く、子供たちの姿が多くなって
おり、福島が復興に向けて、さらに前進してい
る事を実感する事ができ、うれしく思います。
清掃活動は可燃・不燃ゴミ、資源物等が集まり
ました。� 平成27年10月24日

2 第13回ゴミ清掃ボランティア
活動

東京都管工事工業協同組合青年部長協議会

大田区の平和の森公園において、ゴミ清掃のボ
ランティアを実施しました。清掃活動は青年部
員とその家族が参加しました。公園は整備が行
き届いている事もあり、ゴミはほとんどありま
せんでした。清掃後は昼食会もかねて会員同士
親睦を深めることができました。
� 平成27年9月27日

3 記念植樹草刈り、家族交流
バーベキュー（第8回）

富山県管工事業協同組合連合会青年部（パイレン会）

全国大会富山大会記念植樹の周辺草刈、維持管
理活動を、富山市山田地内の山田ふれあい森林
公園KOROりんの森にて草刈りを行いました。
私たちは自然・生命の根源にある『水源地＝森
づくり』を通した循環型社会の重要性を再認識
し、会員家族を含めた交流の場として活動を継
続しています。
� 平成27年9月27日

4

水源地をきれいにする
キャンペーン

宮城県管工業協同組合青年部連絡協議会

釜房ダムにおいて清掃活動を行いました。4グ
ループに分かれてそれぞれの担当区域を清掃し、
「清掃していますよ」「ゴミを捨てないで」のPR
かねて往来する車に目立つように黄色の服を着
用し、約1時間の清掃を行い、その後は釜房ダ
ム資料館で水道水がどのような過程を経て蛇口
から出ているのかを見学しました。
� 平成27年8月8日

1

平成27年度
活 動 紹 介
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石屋川クリーンキャンペーン

神戸市管工事業協同組合青年部会

神戸市東灘区の石屋川で河川の清掃活動を行いま
した。小林会長の挨拶の後、ゴミ袋やゴミバサミ
を持って移動。清掃を始めて気が付いたのはタバ
コの吸い殻の多さで、その後はガラス片、壊れた
傘、空き缶など1時間でしたがごみ袋に重みを感じ
ました。水は人間には造れないかけがえのない資
源。しかし、水質汚染につながるゴミは我々人間
が作り出したのもの。私達がこの矛盾に気づき、理
解する事でゴミを減らすことができれば、もっと気
持ちのいい街神戸になります。�平成27年11月22日

7

清掃作業中

水道週間に伴う疎水周辺の
清掃活動

京都府管工事工業協同組合青年会

今年は親組合が毎年行っている清掃活動事業に
参加させて頂きました。当日は疎水沿いコース、
平安神コース、鴨川周辺コース三条駅から東大
路通コースと4つのコースがあり、当青年会は
鴨川周辺コースを選定。京都は観光地なので、
ゴミはほとんど無いと思っていましたが、空き
缶などのゴミもあり、清掃活動の余地はありま
した。� 平成27年6月6日

6

ゴミを拾いに鴨川沿いを青の集団が縦横無尽

水源地見に行き隊

名古屋市指定水道工事店協同組合青年部会

名古屋の水道の源流である木祖村を訪問し、
様々な活動を行う事により参加者にいつも普通
に飲んでいる水道の大切さを知って頂く、何年
も継続している企画です。
最初はダムの内部にあるバルブ室の見学、次に
バスで味噌川ダムの防災資料館に移動し、ダム
の目的や構造について学びました。
� 平成27年9月27日

5

みんなでゴミ拾いや雑草刈りを行っています。

水源地クリーンキャンペーン・
エコ倶楽部探検隊
〜北平野配水池をきれいにしよう〜

姫路市管工事業協同組合青年部

北平野配水池で清掃活動を実施し、総勢19名が参
加しました。最初は雑草刈、落ち葉などのゴミだ
けと思われましたが、不法投棄されている電化製
品、ペットボトル、コンビニエンスストアの袋な
どのゴミがかなりありました。しかし、参加者の
協力のおかげで軽トラック1台分のゴミを集める事
ができ、集合写真では参加者の達成感と満足感あ
ふれる顔をしていました。� 平成27年11月28日

8

軽トラック一台分のゴミ

ボランティア清掃活動（ゴミ
拾い）

広島市指定上下水道工事業協同組合青年部会

全国水道週間に合わせ、広島市水道局牛田浄水
場周辺の清掃活動を行いました。牛田浄水場で
は、火ばさみとゴミ袋を手に清掃を開始しました。
この道路は幹線道路で交通量も多く、植え込み
の中には空き缶や、レジ袋、そして煙草の吸殻
等、たくさんのゴミが投げ込まれていました。メ
ンバーは仕事をやりくりし、集まったゴミは予想
以上でしたが、浄水場水辺の美化に貢献ができ
たのではないかと思います。� 平成27年6月6日

9 熊野水源地クリーン作戦（XI）

福山管工事協同組合青年部

福山市熊野町の「熊野水源地クリーン作戦XI」。少
し肌寒さを感じながらスタートしました。ボート
1隻・火ばさみ35本・ゴミ袋80枚及びゴミ回収運
搬用2トンダンプ1台、軽トラックにて実施。この
機会を通じ、普段当たり前に使っている「水」と
いうものが長い経過を経て、私たちの目の前にい
ただけていること。当たり前を当たり前にしない
ことで、我々が生きているのではなく、生かされ
ているという感謝の心をもって、さらにその意識
から新たな行動が生まれていく好循環というもの
を作り出せると感じました。
� 平成27年11月7日

10

水源地ボランティア清掃

高松市上下水道工事業協同組合青年部会

板瀬池周辺で清掃活動を実施しました。過去に
色々な水源地へ行っていますが、その中でもトッ
プクラスの美しさでした。そのため、ゴミを探す
のに苦労しました。私たちの仕事で排出するゴミ
といえば、塩ビパイプが多いかと思いますが、リ
サイクルすることができるそうです。清掃するこ
とも大事ですが、ゴミを出さないことやリサイク
ルすることを考えなければならない時代なのかも
しれません。今後の青年部の課題として取り組ん
でいきます。� 平成27年11月28日

11 日本一きれいなまちづくり
「水道水源クリーンアップ大作戦」

大分市管工事協同組合青年部会

大分市水道局古国府浄水場の取水口付近上流大
分川河川敷ならびに堤防等の清掃美化活動を行
いました。当日は天候にも恵まれ、1時間ほど
の清掃活動を実施し、空き缶やペットボトル、
ビニール袋、紙くずなど、70リットルのゴミ袋
で20袋ほどのゴミを回収する事ができました。
このような清掃活動により、水質保全の大切さ
を知り、会員一同の意識の向上に繋がると思っ
ています。� 平成27年5月30日

12
第7回 日本水大賞

「審査部会特別賞」受賞
（平成17年）

第7回 日本水大賞
「審査部会特別賞」受賞

（平成17年）

第7回 日本水大賞
「審査部会特別賞」受賞

（平成17年）
全管連青年部協議会が毎年行っている
「水源地をきれいにするキャンペーン」
と「エコクラブ探検隊」が、第7回日本
水大賞の審査部会特別賞を受賞しまし
た。平成17年6月3日、国際連合大学
ウ・タントホールで開催された表彰式・
受賞活動発表会では、青年部協議会発
足間もない平成11年からの活動を評価
して頂き、今後も充実した活動を展開
していく大きな励みとなりました。
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広報関連事業Ⅰ



　全国の会員青年部協議会の会員及び組合員並びに全管連所属会員組合・役員、官庁、関係団体に
対して、全管連青年部の活動報告や会員募集等の誌面構成で、年3回にわたって機関誌を発刊して
います。
　平成9年9月の創刊以来、発刊を重ね平成28年10月で第57号を発刊する事ができました。今後
も会員のネットワークづくりに役立つ誌面作りを続けてまいります。

機関誌「アヒルのたまご」の発刊
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広報関連事業Ⅰ



　全管連青年部協議会の活動を親組合機
関誌「全管連ジャーナル」に掲載させて
頂くことで、親組合の皆様に活動を周知
している事業です。
　毎月1回発刊される「全管連ジャーナ
ル」は、管工事業界の関連法令などにテー
マを絞った専門誌です。
　青年部は毎月2頁を頂き「アヒルのた
まごニュース」として、事業報告や会員
組合の活動紹介など青年部協議会の情報
を提供しています。

　全管連青年部協議会の活動を毎月
1回、メールマガジンで配信してい
ます。メールで送信する事で、外出
先からスマートフォンで確認する事
もでき、利便性があります。また、
写真を多数使用する事で、見やすさ
をアピールしています。平成28年9
月の配信で112回目となりました。

「全管連ジャーナルへの寄稿」

「メールマガジン」の配信
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広報関連事業Ⅰ



　全管連の通常総会や全国大会終了後に、青年部の活動報告時間を頂いてPRを行う事業です。過
去には、PR時間が3分の時もあり、歴代青年部会長のスキルも試されていました。また、総会会場
外には全管連青年部のPRブースを展示させて頂くなど、青年部を卒業されたOBの方々や、全管
連青年部へ未加入の組合の方々にもPRを行う等、精力的な活動を行いました。

全管連総会PR事業
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広報関連事業Ⅱ



　子ども霞が関見学デーは、各府省庁が連携して子どもたちに業務説明や省内見学などを行うこと
で親子のふれあいを深め、子どもたちが夏休みに広く社会を知る体験活動の機会を提供すると共に、
各府省庁の業務に対する理解を深めてもらうことを目的に毎年開催しています。
　厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生・食品安全部水道課は、全管連等の協力を得て水道水とミ
ネラルウォーターの利き水を行いました。全管連青年部は「水について考よう」をテーマに、塩化
ビニル管を使用した工作作りと輪投げ体験を行ったほか、全管連の活動を分かりやすく理解しても
らうために、熊本地震における応急復旧活動のパネル展示やオリジナルシャープペンシルを来場者
に配布し、多くの子ども達に楽しく学んで頂いた。
〇期　日　平成25年8月7、8日（1回目）
〇期　日　平成28年7月27、28日（2回目）
○場　所　厚生労働省

子ども霞が関見学デーへの出展
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広報関連事業Ⅱ



　毎年2月に千葉県成田市の「成田ゆめ牧場」で開催される全国穴掘り大会に平成23年より参加し
ています。
　同大会は、6人までのチームで制限時間内（30分）にどれだけ深い穴を掘れるかを競う大会です。
平成28年2月7日に行われた第16回大会は、過去最多の337チーム2,000人が参加しました。
　使用できる道具は、スコップ、バケツ、ロープに限られており、ひたすら穴を掘るだけというシ
ンプルな競技が魅力です。
　全管連青年部は第11回大会より参加しており、第13・14回の大会で、愛知県の豊田市管工事
業協同組合青年部が2連覇を果たしました。

全国穴掘り大会への参加
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広報関連事業Ⅱ



　本会賛助会員の橋本総業㈱主催の「東京みらい市」に本会青年部が出展させて頂き、全管連の活
動を紹介させて頂く事ができる展示ブースをご提供頂き、平成20年より出展をしています。この
「みらい市」は、橋本総業㈱並びに関連メーカー、ディーラにより組織されている「みらい会」が主
催となって設備展示・即売会を毎年、全国各地で開催しています。
　平成28年の東京みらい市では全管連の紹介及び管工事業界の紹介をメインにすると共に、青年部
が行った熊本県を中心とする大震災後のボランティア活動を紹介しました。
また、青年部が製作した技能グランプリ作品の展示やその際の映像を放映しました。

橋本総業主催・みらい市への出展
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広報関連事業Ⅱ



会員交流事業　開催記録

全国各地に会場を移動して開催されている「会員交流事業」。当初は移動シンポジウムと称して、青年部
協議会の活動に役立つと思われる興味深いテーマを掲げ、事例発表やパネルディスカッション、ディベー
ト討論会が行われた。その後、ブロックシンポジウム、会員交流事業と名称を変更し、現在では震災被
災地における支援活動や賛助会員等の協力を頂きながら研修会を開催。今後、業界を担う青年経営者の
個々の資質の向上と、会員相互の交流を目的としている。

会員交流事業

開催日：平成18年11月11日
開催地：北海道札幌市

開催日：平成24年11月10日
開催地：福島県いわき市

開催日：平成21年11月14日
開催地：埼玉県秩父市

開催日：平成27年11月14日
開催地：群馬県伊勢崎市

開催日：平成20年11月28日
開催地：福岡県北九州市

開催日：平成26年11月8日
開催地：大分県大分市

開催日：平成23年10月15日
開催地：宮城県石巻市

開催日：平成19年10月27日
開催地：愛知県名古屋市

開催日：平成25年11月30日
開催地：山形県山形市

開催日：平成22年11月6日
開催地：愛知県常滑市
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会員交流事業



　平成20年会員サービス事業として運用を開始した会員情報交換サイト『e-kan.jp』。このサイト
は、会員登録をすることで、青年部の会員間の情報交換（掲示板への書き込み）や、余った資材な
どの交換を行う事ができました。
　しかしながら、情報交換については『facebook』に代表されるSNSの発達や、また、全国間で
の資材の交換は想定していたほど需要はなく、登録者も100名程度の人数でした。そのため、事業
継続への検討を行いましたが、平成25年に本事業を終了するという惜しまれる結果となりました。

会員情報交換サイト『e-kan.jp』
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会員サービス事業



　全管連青年部間でグループを作成し、現在、170名の登録があります。『e-kan.jp』に代わる会
員コミュニケーションのツールとして活用している『facebook』は、各会員の活動紹介や個人の
活動紹介等に使用されています。
　また、災害時には連絡を会員間で連絡を取り合う等、日々のコミュニケーションとして活用され
ています。

フェイスブックを利用した情報提供
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会員サービス事業



　通常ではなかなかお会いしてお話をすることが難しい方々と、全国から集積されたいろいろなテー
マで、将来について「夢」を持てるようなディスカッションをしようと企画した事業です。
　この事業を具体化させて頂くにあたり、私たちを取り巻く環境が凄まじい速さで激しく変化して
いく中で、これからの業界（団体）の存在意義やあり方を改めて考える必要があると思いました。
そのためには、当業界の関係官庁の方々と本音で意見交換をすることも一つの手段であると考え、
厚生労働省の職員の方々とディスカッションを行いました。
日　時　平成21年1月30日
場　所　東京国際フォーラム
テーマ　①指定工事店制度のなかでの組合の存在について
　　　　②業務の統一について
　　　　③水道事業におけるIT化について
　　　　④環境対策・災害対策・安全対策について
出席者　厚生労働省　　　＊役職は当時
　　　　　伊藤　誠（健康局水道課長補佐）
　　　　　古川　明彦（健康局水給水装置課長）

厚生労働省とディスカッション
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夢対話交流事業



2月15日	 全管連青年部協議会設立総会	 	
福田可也氏（富山）が初代会長に就任	 	
第1回理事会の開催（東京都）

3月15日	 第1回常任理事会の開催
5月17日	 常任理事会、理事会の開催	 	

第1回総務部会・事業部会の開催
8月23日	 総務部会・事業部会の開催

9月15日	 広報紙「アヒルのたまご」発刊
9月19日	 全管連　金子会長との懇談会
9月20日	 常任理事会・理事会の開催
11月15日	 総務部会の開催
12月17日	 事業部会の開催
12月20日	 常任理事会の開催

1月17日	 理事会の開催
2月21日	 第2回通常総会の開催（東京都）

4月18日	 理事会の開催
6月20日	 理事会の開催
9月5日	 理事会の開催

9月24日〜10月1日	 	
「水源地をきれいにするキャンペーン」を各地で実施

11月21日	 常任理事会の開催
12月24日	 全管連・総務部会との懇談会を開催

2000平成12年

2月27日	 通常総会の開催（京都市）	
理事会の開催	 	
ホームページの開設

4月3日	 総務部会・事業部会開催
5月15日	 理事会の開催
6月1日	 水道週間中央行事in八戸に参加
7月31日	 総務部会・事業部会の開催

9月1日〜10月1日	 	
「水源地をきれいにするキャンペーン2」を各地で実
施

9月18日	 移動シンポジウムを開催（埼玉県大宮市）	
「青年部のススメ」発刊	 	
異業種との交流	 	
会員名簿の作成

1月20日	 理事会開催
2月24日	 通常総会の開催（神戸市）	

理事会でメーリングリストを導入
7月〜10月	 	

環境問題研究事業「エコクラブ探検隊」を実施

9月15日	 移動シンポジウムを開催（福島市）

12月4日	 全日電工連青年部協議会との懇談会を開催

2月26日	 通常総会の開催（札幌市）

4月1日	 事業部会開催
4月15日	 総務部会開催
5月20日	 理事会開催
6月14日	 全管連総会で青年部活動をPR
7月17日〜8月31日　「水道屋PR大作戦コンテスト」
7月28日	「業界における資格免許のあり方」について親組合と

青年部の意見交換会を実施

9月1日〜10月1日	 	
「水源地をきれいにするキャンペーン3」を各地で実
施

10月7日	 理事会開催	 	
移動シンポジウム開催（富山市）

11月18日	 常任理事会開催	 	
全国で「組合のあり方に関する懇話会」を開催

1999平成11年

2001平成13年

平成9年 1997

平成10年 1998
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開催会議・事業等一覧



2002平成14年
2月16日	 理事会の開催	 	

ISO研修会の実施
5月25日	 理事会の開催
7月13日	 通常総会の開催（盛岡市）

8月23日	 理事会前の研修会を開催
10月12日	 理事会、移動シンポジウム（和歌山市）

11月	 青年部の実態調査アンケートを実施

2004平成16年

2006平成18年

2月14日	 理事会前の研修会「TOTOテクニカルセンター視
察」を開催	 	
理事会の開催

5月	 未来ビジョン研究事業　提言書「管工事業のこれか
らを考える」完成

6月18日	 全管連札幌総会において青年部ブースを設けPR用
CDアルバムを披露・配布

6月7日〜平成16年3月27日	 	
「水源地をきれいにするキャンペーン」エコクラブ探
検隊を全国で展開

5月17日	 理事会の開催
7月12日	 通常総会の開催（名古屋市）

8月30日	 理事会の開催
10月	 メールマガジン配信開始
11月1日	 理事会、講演会・移動シンポジウム（宇都宮市）

11月26日	 夢対話交流事業（厚生労働省とのディスカッション〜
管工事業の将来展望〜）を実施	 	
夢市場創造事業（住まい方勉強会をHP上にて展開）
を実施

3月5日	 出前トークミッションを開催（松江市）

4月9日	 出前トークミッションを開催（長崎市）

6月3日	「水源地をきれいにするキャンペーン」＆「エコクラ
ブ探検隊」が第7回「日本水大賞・審査部会特別賞」
を受賞、国連大学において表彰される。その様子が
当日の読売新聞に紹介される。

6月22日	 全管連神戸総会において映像によるPR事業を開催

7月2日	 通常総会の開催（川崎市）

8月27日	 理事会の開催
9月24日	 第2回四国サミット出席（松山市）

10月18日	 ㈶水道技術研究センター主催による水道サロンに髙
井顧問、五十嵐会長がゲストスピーカーとして出演

11月12日	 理事会、移動シンポジウム（岡山市）

11月17日	 出前トークミッションを開催（四日市市）

1月26日〜3月10日	 	
夢ビジネスコンテスト募集

2月13日	 夢対話交流事業（国土交通省とのディスカッション）
を実施

2月14日	 理事会、全国部会長サミットを開催（東京都）

3月	 会員名簿（CD-ROM版）発行
3月19日	 夢ビジネスコンテスト公開審査会を実施（秋田市）

6月16日	 全管連埼玉総会においてPR事業を開催

7月10日	 通常総会の開催（仙台市）

9月10日	 ホームページを更新
9月11日	 第1回四国サミットに出席（高知市）

9月17日	 出前トークミッションを開催（奈良市）

9月25日	 出前トークミッションを開催（大分市）

10月23日	 出前トークミッションを開催（福岡市）

11月13日	 移動シンポジウムを開催
11月20日	 出前トークミッションを開催（倉敷市）

2月25日	 理事会、第2回全国部会長サミットを開催（東京都）

3月10日	 出前トークミッションを開催（草津市）

4月1日	 出前トークミッションを開催（名古屋市）

4月15日	 出前トークミッションを開催（福井市）

5月27日	 理事会の開催

6月21日	 全管連総会PR事業を開催（青森市）

7月15日	 第10回通常総会の開催（東京都）	
創立10周年記念式典の開催

8月31日	 創立10周年記念誌発刊

2003平成15年

2005平成17年
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1997▶2006



2008平成20年

2007平成19年

●日本郵政株式会社発足（1月）　●ヨーロッパ
で熱波、英国では90年ぶりに7月の最高気温記
録更新（7月）　●国際天文学連合、冥王星を惑
星から除外、準惑星に（8月）　●「地方分権改
革推進法」が成立、公布（12月）

9月23日	 第3回四国サミット	参加（ロ
イヤルパークホテル高松）

10月6日	 第26回管工機材・設備総合展	
視察（名古屋市吹上ホール）

10月20日	 第38回管工機材・設備総合展	
視察（東京都立産業貿易センター）

10月27日	 千曲川県営水道工事業協同組
合青年部との情報交流会（東京
さぬき倶楽部）

11月10日	 三役会（札幌市管工事会館）

11月11日	 第55回理事会（北海道建設会館）

11月11日	 第1回ブロックシンポジウム
（札幌全日空ホテル）

1月17日	 全管連新年賀詞交歓会　参加
（虎ノ門パストラル）

1月27日	 三役会（川崎管工事会館）

2月24日	 三役会・第56回理事会（全管連
会館）

3月9日	 監事会（全管連会館）

4月21日	 三役会（ホテルグランドパレス新高
輪）

5月26日	 三役会・第57回理事会	 	
地域情報交換事業	開催（全管連
会館）

6月6日	 監事会（全管連会館）

6月20日	 全管連総会PR事業（岐阜グラ
ンドホテル）

7月13日	 三役会（ホテル新潟）

7月14日	 第58,59回理事会、第11回通常
総会（ホテル新潟）

7月15日	 第60回理事会（ホテル新潟）

9月8日	 第4回四国サミットへの参加
（ホテルサンシャイン徳島アネックス）

9月15日	 三役部会長会（全管連会館）

9月20日	 NPO法人グリーンサイエン
ス21　第1回セミナーへの参
加（東京・日本水道会館）

10月5日	 全管連との意見交換会（全管連
会館）

10月26日	 三役部会長会（名古屋市指定水
道工事店協同組合水道会館）

10月27日	 第61回理事会	 	
第2回ブロックシンポジウム

（ホテル名古屋ガーデンパレス）

11月9日	 山形市管工事協同組合青年部
設立20周年記念式典への参加

（山形国際ホテル）

11月17日	 東京都管工事工業協同組合青
年部長協議会創立20周年記念
式典への参加（東京・ホテルはあ
といん乃木坂）

11月20日	 全青協東北地区出向者会議へ
の参加（ホテルグランシェール花巻）

1月17日	 全管連新年賀詞交歓会への参
加（東京・虎ノ門パストラル）

1月25日	 平成19年度　第1回監事会
（全管連会館）

2月9日	 三役部会長会（全管連会館）

2月16日	 東北部会長会議への参加（秋田
管工事業協同組合会館「カデル」）

3月22日	 会員サービス事業検討委員会
〔西日本地区〕（神戸市管工事会館）

4月2日	 橋本総業㈱の取材（橋本総業㈱東
京配送センター・東雲ビッグハウス）

4月19日	 三役部会長会（デスカット品川港
南口店）

5月24日	 三役部会長会、第62回理事会
（全管連会館）

5月26日	 NPO法人グリーンサイエン
ス21　第2回セミナーへの参
加（東京・日本水道会館）

5月31日	 名古屋市指定水道工事店協同
組合青年部会設立20周年記念
式典への参加（ホテル名古屋ガー
デンパレス）

●消費期限切れの牛乳使用等食品偽装問題相
次いで発覚（1月）　●能登半島で地震、M6.9（3
月）　●政府が「アジア・ゲートウェイ構想」を発表
（5月）　●ソロモン諸島付近で大地震、M6.9（4
月）　●建築基準法等改正（6月）　●新潟県中
越沖地震新潟・長野で震度6強、東京電力刈羽6
号原発で放射能漏れ（7月）　●ペルー沖で地
震、M7.9（8月）　●スマトラ島沖地震、M8.5（9
月）　●サブプライムローン問題で金融不安始ま
る　●チリで大地震、M7.7（11月）

2006平成18年

全管連総会PR事業（岐阜グランドホテル）

親会新年賀詞交歓会

第61回理事会第2回ブロックシンポジウム

三役会ホテルグランドパレス新高輪
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2009平成21年

●中国四川大地震、M8.0（5月）　●中国で四
川大地震発生（5月）　●岩手・宮城内陸地震、
M7.2震度6強（6月）　●北海道・洞爺湖サミット
（7月）　●米国の大手証券会社リーマン・ブラ
ザーズが経営破綻（9月）　●徳山ダム完成（10
月）

6月6日	 ㈳岩手県管工業協会青年部会
創立20周年記念式典への参加

（ホテルメトロポリタン盛岡）

6月12日	 平成19年度　第2回監事会
（全管連会館）

6月13日	 全管連との意見交換会（全管連
会館）

6月18日	 全管連第48回通常総会、全国
大会でのPR活動（宮崎市・フェ
ニックスシーガイアリゾート）

7月11日	 三役部会長会（ANAクラウンプラ
ザホテル広島）

7月12日	 第63回理事会、第12回通常総
会（広島国際会議場、ANAクラウン
プラザホテル広島）

7月13日	 第64回理事会（ANAクラウンプラ
ザホテル広島）

7月19日	 関西みらい市視察（インテックス
大阪）

8月8日	 会員サービス事業	 	
資材流通システム作成委員会

（東京・デスカット品川港南口店）

8月8日〜9日　みらい市への出展（東京
ビッグサイト）

8月27日	 みらい市報告会への参加（東
京・グランドアーク半蔵門）

9月13日	 三役部会長会（全管連会館）

9月27日	 第5回四国サミットへの参加
（高知市管工事会館）

10月23日	 第40回管工機材設備総合展視
察（東京都立産業貿易センター浜松
町館）

10月29日	 全管連第50回広報委員会への
参加（名古屋市指定水道工事店協
同組合水道会館）

11月14日	 東アジア給排水設備シンポへ
の参加（東京・東京ガス㈱本社）

11月27日	 三役部会長会（北九州・ホテルク
ラウンパレス小倉）

11月28日	 第65回理事会	 	
第3回ブロックシンポジウム

（北九州・TOTO㈱小倉第一工場）

1月16日	 全管連新年賀詞交歓会への参
加（東京・虎ノ門パストラル）

1月29日	 全管連近畿ブロック連絡会議
への参加（帝国ホテル大阪）

1月30日	 三役部会長会、夢対話交流事
業（東京国際フォーラム）

2月23日	 平成20年度　第1回監事会
（全管連会館）

3月27日	 ㈱タブチの取材（㈱タブチ大阪本
社・工場）

4月11日	 三役部会長会（東京・デスカット
品川港南口店）

5月16日	 三役部会長会、第66回理事会
（橋本総業㈱　東雲ビッグハウス）

5月28日	 平成20年度　第2回監事会
（全管連会館）

6月17日	 全管連第49回通常総会、全国
大会でのPR活動（徳島市・アス
ティとくしま）

7月3日	 三役部会長会（秋田管工事業協
同組合）

7月4日	 第67・68回理事会、第13回通
常総会（秋田キャッスルホテル）

7月5日	 第69回理事会（秋田キャッスルホ
テル）

8月21日〜22日　みらい市への出展（東京
ビッグサイト）

8月22日	 三役部会長会（東京国際フォーラ
ム）

9月16日	 みらい市報告会への参加（東

京・グランドアーク半蔵門）

10月3日	 会員サービス事業　第1回会
議（ホテルリッチフィールド仙台）

10月24日	 川崎市管工事業協同組合設立
20周年記念式典への参加（川崎
日航ホテル）

10月31日	 第6回四国サミットへの参加
（サンライズ糸山今治国際ホテル）

10月31日	 岡山市管工設備協同組合青年
部設立10周年記念事業（アーク
ホテル岡山）

11月13日	 全管連との意見交換会（全管連
会館）

11月14日	 三役部会長会（全管連会館）

11月14日	 会員交流事業（キャタピラージャ
パン㈱秩父デモセンター）

11月14日	 第70回理事会（秩父市・旅館梁山
泊）

11月21日	 富山市管工事協同組合青年部
設立20周年記念式典への参加

（富山第一ホテル）

●WHOが新型インフルエンザA（H1N1）の発
生警戒レベルを初のフェーズ6に認定（4月）　●
裁判員制度開始（5月）　●駿河湾沖地震、
M6.5最大震度6弱（8月）　●衆院選で民主党
が勝利、民主党政権発足（8月）　●行政刷新
会議事業仕分け実施（11月）　●西日本を中心
に記録的な大雨（11月）

秋田総会

会員サービス事業検討委員会

会員交流事業

夢対話交流事業
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●チリ大地震、M8.8（2月）　●中国青海地震、
M7.1（4月）　●宮崎県で家畜伝染病「口蹄疫」
が国内では10年ぶりに発生（4月）　●「今夏（6
〜8月）が、1898年以降の113年間で最も暑い
夏」と気象庁発表（9月）　●大阪地検でFD改
ざん事件が発覚（9月）

1月18日	 全管連新年賀詞交歓会への参
加（品川プリンスホテル）

1月26日	 平成21年度　第1回監事会
（全管連会館）

2月6日	 三役部会長会、第71回理事会
（全管連会館）

4月10日	 三役部会長会（東京・デスカット
品川港南口）

5月15日	 三役部会長会、第72回理事会
（都市センターホテル）

5月25日	 平成21年度　第2回監事会
（全管連会館）

6月16日	 全管連第50回通常総会、全国
大会でのPR活動（新宿区・京王
プラザホテル）

7月2日	 三役部会長会（京都府管工事工
業協同組合）

7月3日	 第73回理事会、第14回通常総
会（京都全日空ホテル）

7月4日	 第74回理事会（京都全日空ホテ
ル）

7月16日	 関西みらい市視察（インテックス
大阪）

7月31日	 青森県管工事業協同組合連合
会青年部協議会設立10周年記
念式典への参加（八戸グランドホ
テル）

9月1日	 第1回Web会議
9月3日〜4日　みらい市への出展（東京

ビッグサイト）

9月4日	 三役部会長会議（東京ビッグサイ
ト）

9月18日	 第7回四国サミットへの参加
（中野うどん学校　高松校）

9月24日	 第2回Web会議（会員サービス
事業）

9月27日	 みらい市報告会への参加（東
京・グランドアーク半蔵門）

10月14日	 第3回Web会議（会員サービス
事業）

11月2日	 第4回Web会議
11月6日	 三役部会長会	 	

会員交流事業	 	
第75回理事会（㈱LIXILテクノト
レーニングセンター）

11月17日	 第5回Web会議
12月1日	 第6回Web会議
12月15日	 平成22年度　第1回監事会

（全管連会館）

1月17日	 全管連新年賀詞交歓会への参
加（品川プリンスホテル）

2月4日	 全管連との意見交換会（全管連
会館）

2月5日	 三役部会長会、第76回理事会
（全管連会館）

2月6日	 第11回　全国穴掘り大会への
参加（成田市・成田ゆめ牧場）

2月24日	 第7回Web会議
3月7日	 第8回Web会議
3月24日	 第9回Web会議

4月1日	 第10回Web会議
4月7日	 第11回Web会議
4月9日	 被災地支援活動（岩手県・釜石市）

4月23日	 三役部会長会（全管連会館）

5月12日	 平成22年度　第2回監事会
（全管連会館）

5月21日	 正副会長部会長会、第77回理
事会（全管連会館）

6月15日	 全管連第51回通常総会、全国
大会でのPR活動（東京・品川プ
リンスホテル）

2011平成23年

2010平成22年

京都総会

みらい市への出展

みらい市への出展

監事会

第71回理事会

第72回理事会

会員交流事業

全管連と意見交換会
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●前年末から、ラニーニャ現象の影響によりオー
ストラリア、ブラジルなど世界各地で大規模な水
害が多発（1月）　●ニュージーランド、クライス
トチャーチ付近でM6.3の地震（2月）　●東日本
大震災が発生。M9.0の巨大地震とそれに伴う
大津波により、東北地方と関東地方の太平洋沿
岸部に甚大な被害。福島第一原子力発電所で
原子力事故発生（3月）　●九州新幹線開業
（博多〜新八代間）（3月）　●東日本大震災後
の電力供給不足で、1都8県の一部で計画停電
を実施（3月）　●総務省統計局が日本の総人
口が大幅減少と発表　●世界人口70億人に到
達（国連推計）（10月）

●完全デジタル放送化、地上アナログ放送廃止
（3月）　●東京スカイツリー開業（5月）　●大
分県・熊本県・福岡県・佐賀県で記録的な豪雨
（九州北部豪雨）（7月）　●中央自動車道笹子ト
ンネルで天井崩落事故（12月）　●衆院選で自
民党が勝利、第2次安倍内閣始動（12月）

6月17日〜18日　みらい市への出展（東京
ビッグサイト）

7月15日	 正副会長部会長会（全管連会館）

7月16日	 第78・79回理事会、第15回通
常総会（東京・如水会館）

8月1日	 第1回Web会議（会員交流事
業）

8月20日	 正副会長部会長会（全管連会館）

8月29日	 第2回Web会議（会員交流事
業）

9月10日	 第8回四国サミットへの参加
（徳島・ホテルグランドパレス徳島）

10月3日	 第3回Web会議（会員交流事
業）

10月14日	 正副会長部会長会（宮城・リッチ
モンドホテルプレミア仙台駅前）

10月15日	 会員交流事業（宮城県石巻市）

10月16日	 第80回理事会（宮城・ホテル壮観）

12月5日	 第4回Web会議（会員サービス
事業）

12月22日	 平成23年度　第1回監事会
（全管連会館）

1月17日	 全管連新年賀詞交歓会への参
加（東京・品川プリンスホテル）

2月4日	 全管連との意見交換会	 	
正副会長部会長会、第81回理
事会（全管連会館）

2月5日	 第12回　全国穴掘り大会への
参加（千葉・成田ゆめ牧場）

2月13日	 第5回Web会議（会員サービス
事業）

3月6日	 第6回Web会議（会員サービス
事業）

4月7日	 正副会長部会長会（東京・デス
カット品川港南口店）

5月17日	 平成23年度　第2回監事会
（全管連会館）

5月19日	 正副会長部会長会議、第82回
理事会（全管連会館）

6月13日	 全管連第52回通常総会、全国
大会でのPR活動（福井・フェ
ニックスプラザ）

6月18日	 第1回Web会議（富山総会）

7月15日	 正副会長部会長会議（富山市管
工事協同組合）

7月16日	 第83回理事会、第16回通常総
会（富山・名鉄トヤマホテル）

7月27日〜28日	 みらい市への出展（東
京ビッグサイト）

8月23日	 第2回Web会議（会員交流事業）

8月25日	 正副会長部会長会議(Web
会議)

8月29日	 第3回Web会議（会員交流事業）

9月8日	 第9回四国サミットへの参加
（高知・ホテル日航高知旭ロイヤル）

9月29日	 正副会長部会長会議（京都府管
工事工業協同組合会館）

11月3日	 第2回東アジア給排水シンポ
ジウム（台湾・国立台湾科技大学）

11月10日	 会員交流事業、第84回理事会
（福島県いわき市）

12月7日	 平成24年度　第1回監事会
（全管連会館）

2012平成24年

富山総会

富山総会管切断選手権

第84回理事会

第2回東アジア給排水シンポジウム

富山総会記念旅行

東京総会第11回全国穴掘り大会への参加

被災地支援活動
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●政府の情報収集衛星レーダー4号機が種子島
宇宙センターから打ち上げ（1月）　●兵庫県淡
路島付近を震源とする地震M6.3（4月）　●テ
レビ放送（NHKと在京広域民放局）における東
京スカイツリーからの本放送開始（5月）　●富
士山が世界文化遺産に登録（6月）　●2020
年東京五輪決定（9月）　●2018年国際水協会
（IWA）世界会議の東京開催が決定（9月）

1月17日	 全管連新年賀詞交歓会への参
加（東京・品川プリンスホテル）

2月2日	 正副会長部会長会議、第85回
理事会（全管連会館）

2月3日	 第13回　全国穴掘り大会への
参加（千葉・成田ゆめ牧場）

4月6日	 正副会長部会長会議（愛知・ホ
テルリソル名古屋）

5月10日	 平成24年度　第2回監事会
（全管連会館）

5月18日	 正副会長部会長会議、第86回
理事会（東京・橋本総業㈱みらいエ
コリフォームセンター）

5月31日〜6月1日　橋本総業㈱・みら
い市2013への出展（東京ビッグ
サイト）

6月19日	 全管連第53回通常総会、全国
大会でのPR活動（鳥取・米子コ
ンベンションセンター）

7月19日	 正副会長部会長会議（徳島・ク
レメントホテル徳島）

7月20日	 第87回理事会、第17回通常総
会、第88回理事会（徳島・クレメ
ントホテル徳島）

7月21日	 第89回理事会（徳島・クレメント
ホテル徳島）

7月26日	 九管連第51回通常総会、全管
連青年部のPR活動（長崎・ホテ
ルニュー長崎）

8月7日〜8月8日　子ども霞が関見学
デーへの参加（厚生労働省）

9月7日	 第10回四国サミットへの参加
（愛媛県・宇和島第一ホテル）

10月7日	 正副会長部会長会議（Web 会
議）

10月25日	 さいたま市管工事業協同組合
青年部30周年事業（埼玉・大宮サ
ンパレス）

11月7日	 正副会長部会長会議（Web 会
議）

11月8日	 宇都宮市管工事業協同組合青
年部会20周年事業（栃木・ホテル
ニューイタヤ）

11月30日	 会員交流事業、第90回理事会
（山形県山形市）

12月19日	 平成25年度　第1回監事会
（全管連会館）

1月17日	 全管連新年賀詞交歓会への参
加（東京・品川プリンスホテル）

1月31日	 技能五輪全国大会「配管職
種」競技挑戦企画（渡辺パイプ㈱
板橋サービスセンター）

2月1日	 正副会長部会長会議、第91回
理事会（全管連会館）

2月2日	 第14回　全国穴掘り大会への
参加（千葉・成田ゆめ牧場）

3月5日	（公財）給水工事技術振興財団
との意見交換会（東京・（公財）

給水工事技術振興財団）
3月14日	 秋田管工事業協同組合青年部

協議会30周年事業（秋田・秋田
キャッスルホテル）

4月11日	 正副会長部会長会議（Web 会
議）

5月16日	 平成25年度　第2回監事会
（全管連会館）

5月17日	 正副会長部会長会議、第92回
理事会（全管連会館）

6月18日	 第1回Web会議
7月16日	 全管連第54回通常総会、全国

大会でのPR活動（北海道・ANA
クラウンプラザホテル釧路）

7月18日〜19日　橋本総業㈱・みらい市
2014への出展（東京ビッグサイ
ト）

8月7日	 第2回Web会議
8月22日	 正副会長部会長会議（埼玉・浦

和ロイヤルパインズホテル）

8月23日	 第93回理事会、第18回通常総
会（埼玉・浦和ロイヤルパインズホ
テル）

2013平成25年

2014平成26年

第17回通常総会

子ども霞が関見学デーへの参加

会員交流事業

釧路総会PR

埼玉総会

第86回理事会
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●関東甲信で2週連続大雪、都心も27センチ
（2月）　●あべのハルカス、地上60階建て、高
さ300mの日本一高いビル開業（3月）　●消費
税（5%→）8%スタート（4月）　●「富岡製糸場
と絹産業遺産群」が世界文化遺産に登録（6月）　
●日本の広範囲で豪雨が発生。京都府福知山
市に大規模な洪水被害、丹波市や広島市に大
規模な土砂災害（7〜8月）　●御嶽山が噴火（9
月）

●北陸新幹線開業（金沢・富山〜長野間）（3月）　
●口永良部島で噴火（5月）　●明治日本の産
業革命遺産製鉄・製鋼、造船、石炭産業が世界
文化遺産に登録（7月）　●阿蘇山が噴火（9月）　
●関東・東北豪雨災害。鬼怒川が決壊（9月）　
●大村智氏（医学生理学）、梶田隆章氏（物理
学）がノーベル賞（10月）

●マイナンバー制度開始（1月）　●日本銀行が
日本初となるマイナス金利政策の導入を決定（1
月）　●北海道新幹線開業（新青森〜新函館北
斗）（3月）　●平成28年熊本地震。M6.5（前
震）とM7.3（本震）が立て続けに発生（4月）　●
伊勢志摩サミット（5月）　●公職選挙法改正施
行で選挙権が18歳に引下げ（6月）

9月13日	 第11回四国サミットへの参加
（香川県・高松市）

10月18日	 高知市管工事設備業協同組合
若葉会　20周年記念式典（高知
県・ホテル高砂）

11月8日	 会員交流事業、第94回理事会
（大分県大分市）

12月17日	 平成26年度　第1回監事会
（全管連会館）

1月16日	 全管連新年賀詞交歓会への参
加（東京・品川プリンスホテル）

1月21日	 第3回Web会議
2月7日	 正副会長部会長会議、第95回

理事会（全管連会館）

4月11日	 正副会長部会長会議（京都府・
京都府管工事工業協同組合）

5月15日	 平成26年度　第2回監事会
（全管連会館）

5月16日	 正副会長部会長会議、第96回
理事会（全管連会館）

5月22日〜23日　橋本総業㈱・みらい市
2015への出展（東京ビッグサイ
ト）

7月8日	 全管連第55回通常総会、全国
大会でのPR活動（栃木県・ホテ
ル東日本宇都宮）

7月31日	 第2回Web会議
7月31日	 正副会長部会長会議（青森・青

森市管工事業協同組合）

8月1日	 第97・98回理事会、第19回通
常総会（青森・ホテル青森）

8月2日	 第99回理事会（青森・ホテル青森）

9月12日	 第12回四国サミット開催（徳島
県・徳島市）

11月14日	 会員交流事業、第100回理事
会（群馬県伊勢崎市）

12月22日	 平成27年度　第1回監事会
（全管連会館）

1月18日	 全管連新年賀詞交歓会への参
加（東京・品川プリンスホテル）

1月21日	 第3回Web会議
2月6日	 正副会長部会長会議、第101

回理事会（全管連会館）

2月7日	 第16回全国穴掘り大会への参
加（千葉・成田ゆめ牧場）

4月9日	 正副会長部会長会議（兵庫県・
神戸市管工事業協同組合）

5月13日	 技能グランプリ課題取組み（東
京・城東職業能力開発センター）

5月14日	 第102回理事会（全管連会館）

8月19日	 正副会長部会長会議（東京・東
京都管工事工業協同組合）

8月20日	 第103回理事会、第20回通常
総会、創立20周年記念式典（東
京・京王プラザホテル新宿）

9月10日	 第13回四国サミット開催（高知
県・高知市）

10月26日	 自民党青年局との交流会
11月12日	 会員交流事業、第104回理事

会（石川県小松市）

2015平成27年

2016平成28年

第16回穴掘り大会

給排水設備研究会 会員交流事業（群馬）

青森総会

会員交流事業
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会長
秋山 雅仁
岡山

●メッセージ
内なる充実・外への展開

総務担当副会長
扇 俊介
宮城

次世代を担う後継者の育成に
努めて参ります。

総務副部会長
仲儀 公亮
埼玉

30周年は47都道府県の青年部
が参加する式典に。

総務部会長
小林 弘幸
兵庫

何事にも取組み挑戦する姿勢を
もって前進！

理事
成瀬 章宏
石川

青年部らしい発想で進化してい
きたいと思います。

理事
臼谷 和弘
北海道

技術と絆を次世代に

事業担当副会長
田村 茂人
徳島

愛

事業副部会長
小金丸 剛
福岡

業界の有志達に感謝　この先も
一歩一歩日々 精進

事業部会長
村上 竜馬
東京

全青協会員の技術、技能、結束
力を世界へ発信！

理事
溝江 貴之
青森

一期一会を心がけて様 な々可能
性へと繋げていきたい。

理事
鈴木 英樹
秋田

一歩前へ。

理事
齋藤 洋也
山形

未来の業界そして社業を担う
「人づくり」に邁進します。

理事
日下 貴博
福島

次の世代へ繋いでいけるように
頑張ります。

理事
棚元 理人
富山

天の時・地の利・人の和で、更な
る発展の十年が始まる

理事
太田 勝晶
川崎

情熱と行動力！

理事
池田 直仁
和歌山

さらなる飛躍を！！

理事
廣田 勝義
宇都宮

今だからできる事に真摯にとりくん
でいきます

理事
永山 雅規
名古屋

公僕の精神で会員ファースト！

理事
北澤 昂也
新潟

古いものをたずね求めて新しい
事柄を知る。

理事
山本 真義
京都

先輩方から受け継いだ仲間の絆
は自分の財産です。

監事
瀧島 康秀
東京

一期一会

理事
伊藤 大輔
大分

青年部だからこそ出来る事を目
指して前進あるのみ。

理事
谷村 正夫
長崎

諸先輩方が築いて来られた想い
を絆いで活動します。

理事
渡邊 光一
高松

変えてはいけない、変えなければ
いけないものの追求

理事
日野 隆史
愛媛

絆を強く、笑顔でいたい！！

理事
伊藤 章久
高知

向き不向きは有るけれど、常に前
向きに。

監事
川又 健太郎
川崎

青年部らしい活動及び会員相
互の繋がりを大事に！

監事
積田 鉄也
埼玉

更なる親睦と青年部らしい積極
的活動を希望します。

理事
山本 昌宏
広島

Congratulations on 20th！！
ますますのご発展を！！
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全国会員 メッ セ ー ジ

北海道� P52

北海道管工事業協同組合連合会青年部協議会

東　北� P52〜P54

青森県管工事業協同組合連合会青年部協議会

宮城県管工業協同組合青年部連絡協議会

秋田管工事業協同組合青年部協議会

山形市管工事協同組合青年部

福島県管工事協同組合連合会青年部

関　東� P55〜P58

宇都宮市管工事業協同組合青年部会

さいたま市管工事業協同組合青年部

川口市管工事業協同組合青年部

越谷松伏管工事業協同組合青年部

熊谷市管工事業協同組合青年部

川崎市管工事業協同組合青年部会

東京都管工事工業協同組合青年部長協議会

四　国� P63〜P65

高松市上下水道工事業協同組合青年部会

愛媛県管工事協同組合連合会青年部連絡協議会

徳島市指定上下水道工事店協同組合青年部

高知市管工事設備業協同組合若葉会

中　国� P62〜P63

岡山市管工設備協同組合青年部

広島市指定上下水道工事業協同組合青年部会

福山管工事協同組合青年部

九　州� P65〜P67

福岡市管工事協同組合青年部会

長崎市管工業協同組合青年部

熊本市管工事協同組合青年部会

大分市管工事協同組合青年部会

北陸・信越・中部� P58〜P60

新潟市管工事業協同組合青年部

石川県管工事協同組合青年部会

富山県管工事業協同組合連合会青年部

名古屋市指定水道工事店協同組合青年部会

近　畿� P60〜P61

京都府管工事工業協同組合青年会

和歌山市管工事業協同組合青年部

兵庫県管工事業協同組合連合会青年部協議会

31 員会
全 国

介紹
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代表者氏名、役職名 会長　臼谷　和弘
構 成 員 数 125名
設 立 年 月 日 H.8.3.28
ホームページアドレス なし

北海道管工事業協同組合連合会�青年部協議会は、道内5市（札幌、
函館、士別、室蘭、釧路）により、構成しています。
主な活動として、各単組青年部に対する協力支援、未加入単組青
年部への加入促進、技術研修会の開催、そして、全管連青年部協
議会への参画があります。
今年で設立20周年を迎えましたが、次の10年に向かって会員が
一致団結し、将来の業界発展、個々のスキルアップ及び次代を担
う人材の育成を目指して活動を進めていきます。

ライフラインは我々が守る！！
代表者氏名、役職名 会長　高橋　寿典
構 成 員 数 104名
設 立 年 月 日 H.13.6.2
ホームページアドレス なし

当会は平成13年に県内3単組で発足し、現在では県内7単組（青
森、弘前、八戸、十和田、三沢、西北五、黒石）により運営され
ており、会員数は104名となっております。若手への技術の継承、
知識と知恵の受け継ぎが急がれる昨今、当会では研修会の開催な
どを通じ、業界の発展と会員相互の連携・親睦を活動の要として
います。平成27年度には全管連青年部の第19回通常総会青森大
会を開催することができました。今後も全管連青年部の皆様と交
流を深めていきたいと考えておりますので宜しくお願い致します。

北海道管工事業協同組合連合会 青年部協議会

青森県管工事業協同組合連合会青年部協議会
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共存共栄でお互いに成長していこう！
代表者氏名、役職名 会長　郷古　孝雄
構 成 員 数 37名
設 立 年 月 日 S.46.3.20
ホームページアドレス http://www.miyakan.or.jp/

� youth_group/index.html
　本会は、昭和46年3月、組合員企業の後継者同士が横の連携を
取りながら研修等を重ね、常に新しい感覚で経営を創造できるよ
う、また各社がより一層の健全経営を図り、以て組合の発展に寄
与することを目的に設立されました。
　近年の実施事業としては、親組合への事業報告会と懇談会、水
源地（ダム）清掃や仙台市立保育園の水まわりの点検を行うボラ
ンティア活動、県内同業組合の青年部同士の交流を兼ねた合同研
修会、会員の家族参加のファミリーレクリェーション、親睦を兼
ねた研修旅行、卒業会員を送り出す卒業式、スポーツ大会として
の親善ゴルフコンペなど多岐にわたっています。これからも会員
間の親睦を図りながら資質向上のための諸事業に取り組んでいき
たいと考えております。

「道」から一歩前へ
代表者氏名、役職名 会長　鈴木　英樹
構 成 員 数 20名
設 立 年 月 日 S.59.6.5
ホームページアドレス http://www.akikan.org/
　昭和59年からスタートし、33年を迎えました。技術講習会、社
会奉仕活動、水に関わる環境教育活動、ボランティア活動など様々
な事業を行い、次代を担う人財育成の場となっております。

　これからの青年部は、諸先輩の情熱が築き上げてきた活動を継
承し、激動の時代に必要なニーズを的確に捉え、自らが成長でき
る活動を模索し、行動する事だと考えております。「我々が�楽し
みながら活動をする」ということを念頭に、より充実して、社会
に役立ち、自分自身の糧としていきたいと思っております。

私たちが抱いている青年部像が引き継がれるよう、今を充実した
活動に行っていきたいと考えています。

宮城県管工業協同組合青年部連絡協議会

秋田管工事業協同組合青年部協議会
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代表者氏名、役職名 部長　庄司　健一郎
構 成 員 数 21名
設 立 年 月 日 S.63.4.27
ホームページアドレス なし

山形市管工事協同組合青年部は「魅力ある管工事業界づくりに若
い力を結集しよう」を目的に昭和63年4月27日に設立されまし
た。
近年の主な事業は、山形県の秋の風物詩「芋煮会」会場の河川敷
給水装置点検を始め異業種（建築・電気）青年部との交流会、県
内青年部との交流会、研修会、研修旅行などを実施しております。
来年当青年部も設立30周年を迎えます。今後も若手技術者の育
成・魅力ある業界の発展につながるよう活動を続けていきます。

和
代表者氏名、役職名 部長　山内　健晴
構 成 員 数 168名
設 立 年 月 日 S.57.1.29
ホームページアドレス

福島地区管工事協同組合� http://www.chuokai-
fukushima.or.jp/kankojif/

郡山市管工事協同組合� http://www.chuokai-
fukushima.or.jp/gunkan/

いわき管工事協同組合� http://www.chuokai-
fukushima. or.jp/iwakikan/

　2011.3.11東日本大震災におきまして、全国の皆様におかれまして
は、沢山の励まし、ご支援をいただきましたことを厚く御礼申し上げま
す。福島の復興も日進月歩しております。
　福島県管工事協同組合連合会青年部は管工事業界の次代を担う若手
技術者と指導者を育成し業界の健全なる発展に寄与することを目的に結
成され、現在福島市を中心に9地区の連合により組織されています。
　連合会の特性を生かし、総会及び地区交流会を毎年持ち回りにて開催
することで相互交流を図っております。近年、新しい活動として全国穴
掘り大会に参加することで、部員間の友情を深めつつ大会優勝をひたひ
たと狙っております。

山形市管工事協同組合青年部

福島県管工事協同組合連合会青年部
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「時代に合った事業の創造」
代表者氏名、役職名 部会長　黒澤　佳樹
構 成 員 数 24名
設 立 年 月 日 H5.11.26
ホームページアドレス http://www.u-kankoji.or.jp/

� member.html
　「会員相互の親睦と会員の資質の向上を図る」という目的で作ら
れてからはや22年が経ちました。我々現役メンバーは、同じ同業
者、また同世代の仲間との交流の場を作ってくださった業界の諸
先輩方に対し、深く感謝しております。部会員同士も非常に仲良
く、楽しく活動しております。しかしながら、今後我々の働く建
設業界は、労働人口の減少、熟練工の高齢化に加え、若手技術者
の離職など、慢性的な人手不足等が問題となっていきます。これ
らの業界の諸問題に対し、青年部会一同取り組んでいきます。
　また、青年経済人として、黒澤佳樹新部会長を中心とし、地域
社会への貢献、活発な異業種交流、組合・業界に対して提案など
も活発に活動をしていきます。

この時代を生き抜く力の集結
代表者氏名、役職名 会長　仲儀　公亮
構 成 員 数 25名
設 立 年 月 日 S.59.7.7
ホームページアドレス http://www.kankoji.org（YOUTH）
さいたま市管工事業協同組合青年部は、「親組合の事業に協力し、
業界と組合の発展に寄与するとともに、地域社会への奉仕と自己
の修練を積み青年としての将来に大きな明るさと夢と希望を持っ
た青年たらんこと」を目的として設立されました。現在、仲儀会
長のもと団結して精力的に活動しています。設立当初より引き継
がれております主に4つに分けた活動方針を元に運営しておりま
す。当会員の若さの集結が良いエネルギーとなり業界に活気を与
えられる存在を目指したいと思っております。

宇都宮市管工事業協同組合青年部会

さいたま市管工事業協同組合青年部
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共に築く、知識と技術！
代表者氏名、役職名 部長　西野　亨
構 成 員 数 20名
設 立 年 月 日 S.50.1.10
ホームページアドレス http://kawakan.or.jp/
　20代から40代までと幅広いメンバーで構成し、月1回の定例
会・勉強会や防災訓練への参加、異業種様との交流会等精力的に
活動しております。
　皆様のおかげで一昨年をもちまして40周年という大きな節目を
迎える事ができました。これからも部員一同、ますます精力的な
活動を行ってまいります。

たよれる街の水道屋さんとして
代表者氏名、役職名 部長　鈴木　実
構 成 員 数 25名
設 立 年 月 日 S.54.7.10
ホームページアドレス http://www.koshimatsu-kankouji.or.jp
　私たち越谷松伏管工事業協同組合青年部は地元の皆様のご支援
ご協力のおかげをもちまして今年で37周年を迎えます。
日頃は親会である越谷・松伏管工事業協同組合のもと、地域への
貢献として越谷市松伏町の公園の水道点検清掃を定期的に行って
おり、同組合の活動を知って頂く為、越谷市市民まつりや越谷・
松伏水道企業団主催の水道フェアなどに出展や催事にて、事業の
PRや、水道に関する相談コーナーを設け、地元の皆様にとっての
たよれる街の水道屋さんとしてご相談をお受けしております。
　このように地域に根付いた活動を軸に、信頼に応えられる技術
を磨くための講習会や意見交換などを行っております。
　当青年部は1人でできることだけではなく、他の部員や地域との
連携を上手に活用し、お客様だけでなく部員同士が互いにたよれ
る街の水道屋さんを目指し活動を行っております。

川口市管工事業協同組合青年部

越谷松伏管工事業協同組合青年部
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あついぞ！熊谷　つかめ！新時代を
代表者氏名、役職名 青年部長　中村卓嗣
構 成 員 数 19名
設 立 年 月 日 S.49.8.9
ホームページアドレス なし

私たち、熊谷市管工事業協同組合　青年部会は、（経営技術の向上と親
睦を図り、もって組合に寄与する）ことを目的に設立され、今年で42
年目を迎えました。現在　中村卓嗣青年部長を始め会員数19名にて組
合発展の為日々活動をしております。
例年、埼玉県熊谷市のみに生息する、埼玉県指定天然記念物　ムサシト
ミヨ（清流のシンボル）保護指定区域内の環境整備のため、堆積汚泥除
去・除草作業を年2回、環境部ならびに保存会会員の指導を受け継続し
ております。
また、役員中心として以下の事業を展開しています。
※ムサシトミヨ生息地の環境整備
※各勉強会・研修会の実施
※市町村合併に伴う青年部拡大についての企画
我々青年部は、全管連青年部協議会に参加することで、全国の青年部皆
様の活動と経験を参考に、さらなる意欲的な活動を展開したいと思いま
す。

親睦と啓発から生まれるポテンシャルを活かして！
代表者氏名、役職名 会長　川又　健太郎
構 成 員 数 23名
設 立 年 月 日 H2.3.29
ホームページアドレス なし

我々、川崎市管工事業協同組合青年部会は会員相互の親睦と啓発、そ
して業界の次世代を背負う若手後継者の育成と組合の発展に寄与す
る目的とし平成2年に設立されました。会員すべてが総務部・事業部
と別れる2部制になっており、全員参加型の会運営を目指し、少人数
ながらいろいろな事業を企画・運営しております。主な事業としま
しては各種資格関連及び商品・工法についての講習会、他団体交流
（川崎市技能職団体連絡協議会青年部・神奈川県中小企業青年中央
会・川崎市建設青年会）、地域社会貢献事業（老人施設修繕ボラン
ティア活動）、技能職者に学ぶ（市内中学校・高等学校において講師）
などを積極的に行っております。また、家族参加型交流会も定期的
に行い魅力のある会を目指し、常に新しいことへの挑戦と会員一人
一人の想いを実現出来る会運営を目標に、今後も青年部らしさを活
かした活動を繰り広げ、共に成長していきたいと思っております。

熊谷市管工事業協同組合　青年部

川崎市管工事業協同組合　青年部会
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確かな技術、技能を身に付け設備業の高みへ！
代表者氏名、役職名 会長　村上　竜馬
構 成 員 数 395名
設 立 年 月 日 S.63.2.24
ホームページアドレス http://www.tokan.or.jp
東京都管工事工業協同組合青年部長協議会は、支部青年部の交流
や諸事業を通じ組合の次代を担う後継者育成を目指し、昭和63年
2月に設立された青年部連絡協議会が前身となり、平成16年4月
より各支部青年部長を基本に構成する現在の形態となりました。主
な活動としては、管材店マップ作成（平成3年初版、平成18年リ
ニューアル、平成27年6月Web版）、支部対抗ソフトボール大会
（平成12年第1回を開催）、ゴミ清掃ボランティア活動（平成13
年以降毎年開催）の他、定例役員会・協議会も開催しています。こ
れからも仲間を大切にし、若い感性を生かした積極的な活動を目
指します。

地域に根差した活動
代表者氏名、役職名 部長　板垣　英一
構 成 員 数 26名
設 立 年 月 日 S.57.10.20
ホームページアドレス http://www.niigata-kankoji.or.jp/
我々青年部は新潟市管工事業協同組合傘下事業所の後継者を中心
として組織し、会員相互の人格を陶治、資質の向上をはかり以っ
て管工事業界の次代を担う経営者及び指導者を養成すると共に業
界の健全なる発展に寄与することを目的として、昭和57年10月
20日に設立し33年が経過いたしました。
青年部の事業としましては、地元公園の清掃活動、イベントへの
青年部ブースの出展等地域に根差した活動を行っております。
また、組合のHPも今年に入りリニューアルされたばかりで青年
部の活動も記載してありますので、ぜひ一度組合HPの青年部ペー
ジをご覧になってください。

東京都管工事工業協同組合青年部長協議会

新潟市管工事業協同組合青年部
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水と空気の調和で人の未来を創る
代表者氏名、役職名 部会長　成瀬　章宏
構 成 員 数 35名
設 立 年 月 日 H.16.4.1
ホームページアドレス http://ishikawakankouji-seinen.

� jimdo.com/
本会は石川県管工事協同組合の発展と地位向上、会員相互の親睦
を図り、さらに組合の推進力となる事を目的として平成16年に発
足しました。
組合（業界）の推進力となる為に会員のスキル向上を目標とした
事業を展開して13年ダム周辺の清掃活動、研修旅行、ゴルフコン
ペ、ボーリング大会、13年の間に後継者から事業主になった方も
多いという事で昨年度は「倒産する会社の見分け方」と題して与
信管理の勉強会を開催して多くの会員に好評をいただきました。
会員のスキルを上げ強靭な会社運営をすることが我々にできる最
大の社会貢献だと信じて今後とも頑張って行きたいと思います。

「明るく！　楽しく！」
代表者氏名、役職名 部長　不破　徳博
構 成 員 数 122名
設 立 年 月 日 H.9.9.12
ホームページアドレス http://www.tomikan.net/kenren/
　北陸新幹線開業も記憶に新しい富山県を地盤とする県連青年部、
愛称「パイレン会」です。全管連青年部初代会長の福田先輩輩出、
平成24年度第16回通常総会富山大会開催と、全国の皆様方と多
くの友情を育ませて頂きました。
　創立以来、学び場・交流の場として先輩方から引継ぎ本年で19
年。県内各青年部との絆を基に、継続事業として定着した「経営
戦略会議」、「10周年記念植樹維持管理」などを展開しています。
　社会・経済の変化の中で、今自分達に何ができるかを考え、明
日からの“やる気・パワー”を発揮できるよう「明るく、楽しく」
青年部活動を進めています。

石川県管工事協同組合青年部会

富山県管工事業協同組合連合会青年部（パイレン会）
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「30周年のその先へ」
代表者氏名、役職名 会長　後藤　一弘
構 成 員 数 62社
設 立 年 月 日 S.63.10.24
ホームページアドレス http://setsubi-it.com/kumiai/

� meisui-yg/
　私たち名水協青年部会は、原則として名古屋市内各区より選出
された役員が集まり活動しています。自慢の事業は、毎月一回開
催される定期夜間勉強会です。開催回数は既に120回を超え、毎
月新しい工法や商品を学んだり、資格取得の為の講習会を開催し
たりと、会員のレベルアップに力を注いでいます。活動内容は、
ホームページにも掲載していますので一度ご覧下さい。今後もフェ
イスブックなどを活用して紹介していきたいと思います。また2年
後には設立30周年を迎えます。その後も、名水協青年部会が継続
していけるよう、役員一同頑張っていきます。

代表者氏名、役職名 会長　鈴木　顕一
構 成 員 数 26名
設 立 年 月 日 S.56.10.21
ホームページアドレス http://www.suikyo.or.jp
京都府管工事工業協同組合青年会は経営者としての見識人格を練
磨するとともに業界の発展に寄与し、次代を担う原動力となるこ
とを目的として設立されました。若年層の建設業界離れによって
次世代の担い手が減少している事は事実ではありますが、その現
実にもめげず向上心を忘れることなく挑戦していくことで見えて
くるものがあると信じて活動しています。諸先輩方が築き上げた
この青年会をより一層良きものにし次の世代に継承していけるよ
う青年会一同、日々邁進しております！

名古屋市指定水道工事店協同組合青年部会

京都府管工事工業協同組合青年会
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一致協力
代表者氏名、役職名 会長　森田　大介
構 成 員 数 33名
設 立 年 月 日 H7.12.6
ホームページアドレス http://w-kankoji.hp4u.jp/seinen
　私たち青年部は、将来の管工事業を担う人材の育成や会員相互
の親睦と連携の強化、社会貢献を目的として活動しています。
　主な活動としては、紀ノ川一斉清掃(国土交通省河川愛護月間行
事)参加、紀州踊り(ぶんだら節)参加、全管連依頼事業“エコ倶楽
部探検隊”(和歌山市教育委員会と提携)、会員との親睦のバーベ
キュー大会やボーリング大会などを行っています。また、2011
年紀伊水害復旧(那智勝浦町)、今年4月には熊本地震の災害復旧
にも協力してまいりました。
　そして一昨年をもちまして青年部も20周年という節目を迎え、
会員一同活動に力をいれてまいります。

次世代を担う管工事業界の若手後継者の育成
代表者氏名、役職名 会長　犬賀　直樹
構 成 員 数 73名
設 立 年 月 日 H.13.7.6
ホームページアドレス なし

　私たち兵庫県連青年部協議会は、横の繋がりを1番大事にしてい
る組織です。普段は仕事で競い合う好敵手ですが、困ったときは
何も言わず助け合うという感じで集まっている仲間です。
　年間を通して色々楽しい行事も多く、仕事の話や遊びの話など
気軽に何でも話せるアットホームな雰囲気の青年部になっていま
す。
　特に仕事面では、他都市の仕様について教えてもらったり申請
業務を協力しあったりお客さんの情報を共有したりと、大変有意
義な関係を築いています。
　全管連でも兵庫県の青年部はいいな〜と羨ましがられるような
会にしたいと思っていますので、今後ともどうぞ宜しくお願いし
ます。

和歌山市管工事業協同組合　青年部

兵庫県管工事業協同組合連合会　青年部協議会
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安全な水で、安心な未来を繋ぐ
代表者氏名、役職名 部長　妹尾　幸三
構 成 員 数 29名
設 立 年 月 日 H.11.11.6
ホームページアドレス なし

　当青年部は平成11年11月に会員相互の親睦と、次世代を担う
若者の育成及び、管工事業界の更なる発展に寄与することを目的
として発足しました。
　近年は年間行事として、市水道局主催の水道週間における水道
フェアーでの餅つきや、防災訓練での配水管の応急復旧訓練を行っ
ています。
　今後も、各部員が外にも目を向け、若手が失敗を恐れず挑戦し
てゆける組織としていきたいと考えております。
　最後になりますが、平成27年8月から当青年部の秋山副部長が
全管連青年部協議会の会長を務めており、他都市の取り組み等を
今まで以上に知ることができ当部員の励みともなっております。

目指そう！！経営者としての資質の向上
代表者氏名、役職名 部会長　田尾　日出人
構 成 員 数 21名
設 立 年 月 日 H.13.7.23
ホームページアドレス なし

当青年部会は平成13年に産声をあげ、全管連青年部協議会加入、
広島県中小企業団体青年中央会加入と活動の範囲を広げ、全国の
同業種、異業種団体との交流など「人との出会いはお金では買え
ない財産になる」をモットーに現在21名が三部会構成で活動して
おります。
　部会内においては「ひろしまフラワーフェスティバルへの出展」
「広島キッズシティへの参加」「メーカー研究会」「研修会・勉強会」
「親組合行事参加」「交流会（他都市・異業種）」を中心に様々な活
動を展開しております。

岡山市管工設備協同組合　青年部

広島市指定上下水道工事業協同組合青年部会
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『自発・自立・自覚』
代表者氏名、役職名 青年部部長　種本　豊
構 成 員 数 16名
設 立 年 月 日 H.13.10.6
ホームページアドレス http://www.kankouji.or.jp/b_ea.htm
私たち福山管工事協同組合青年部は、組合及び組合員の次代を担
う後継者の育成に貢献し、会員相互の親睦を図り、業務に緊密な
る提携を保ち、併せて管工事業界の健全なる成長・発展に寄与し
社会に貢献することを目的として設立されました。会員の参加姿
勢も高く、水・環境フェスタへの出展・水源池クリーン作戦への
参加他、研修旅行や交流事業など、多くの機会と接点から、相互
研鑚を図っております。新旧文化が融合し、新たな文化を育む広
島県の中核市である福山市。さらなる街への貢献と、水道事業者
として使命をもって、益々成長できるよう努めて参ります。

未来に繋げよう安全なウォーターライフ
代表者氏名、役職名 部会長　三島　季夫
構 成 員 数 26名
設 立 年 月 日 H.15.4
ホームページアドレス http://takamatsu-jsk.com/young/

・こんにちは、高松市上下水道工事業協同組合青年部会です。当組
合は今年で設立14年目を無事迎えることができました。会員全員
がいろいろと経験してきた中で良い処を提案し、スムーズな事業
の運営を目指して日々邁進しております。運営面では、それぞれ
の委員会に部会員を振り分け、各委員毎に案を出し各統括が熟考
したものを役員会にて審議し、会の運営を行っております。そう
することによって若い青年部メンバーの育成も合わせておこなっ
ています。
今後は、色々な事業を少しでも多く展開出来る様、部会員全員で
考えていきます。

福山管工事協同組合青年部

高松市上下水道工事業協同組合青年部会
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Try
代表者氏名、役職名 日野　隆史
構 成 員 数 12名
設 立 年 月 日 H.10.10.24
ホームページアドレス なし

本会は、企業の後継者の育成を目的とし，平成10年10月に設立
されました。現在，新居浜市、今治市、東予周桑、松山市、大洲
宇和島市の6支部が所属しています。役員は、会長1名、副会長2
名、会計理事1名、理事2名で構成され任期は2年間です。主な活
動として総会、理事会、各関連団体事業への参画、機関誌の発刊
などがあります。

代表者氏名、役職名 部会長　野林　誉尚
構 成 員 数 14名
設 立 年 月 日 H.16.3.24
ホームページアドレス なし

　当青年部は、管工事業界の将来を担う若い経営者又は後継者を中心とし
て設立し、会員の親睦・研修等の事業を通じて会員相互の連携を強化する
ことは勿論のこと、フレッシュな感覚とバイタリティーを導入し、徳島市
指定上下水道工事店協同組合の活性化を諮り、友に活動することを目的と
しております。
　毎年6月の「水道週間」にて、徳島市水道局主催の“浄水場一日解放事
業”に協賛し、各種イベントを企画し水道局と共に市民の理解と関心を高
めることを事業として行っております。
　レベルアップを目的とした資材メーカーの講習、職長教育、各種研修会
を積極的に開催をし、毎月、定例会として全員が集まり、さまざまな企画
を計画したり和気藹々と青年部らしく事業をしています。
全管連青年部協議会においても「地方から発信」と、大会を通じて活性化
を図るため、H25年には全管連で始めて地方における全国大会を開催いた
しました。
　全国の皆さんと交流の一つの機会をとらえて、水道業界や組合のPRを
広く行い、また地元地域の方々へご理解をいただけるような事業計画を立
て、積極的に事業や会議参画し、青年部として活発に活動をして行きたい
と考えております。

愛媛県管工事協同組合連合会 青年部連絡協議会

徳島市指定上下水道工事店協同組合青年部
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来世に残そう美味しい水
代表者氏名、役職名 会長　伊藤�章久
構 成 員 数 18社
設 立 年 月 日 H6.9.9
ホームページアドレス なし

高知県の美味しい水は、鏡ダムに貯水され山間部を抜け、高知中
心を流れる川から取水しております。その川の名称は《鏡川》と
されており名称の由来は『我が影を映すこと鏡の如し』として《鏡
川》と名付けられたそうです。また、坂本龍馬が泳いだ川として
も有名で、環境省から「成の名水百選」に選定されております。水
道事業のみでなく環境保全活動も行い、歴史ある綺麗な川を後世
に残していくよう、これからも取組んでいきます。
【これが高知の夜明けゼヨ！】

我らが職に誇りをもって！！管工事魂
代表者氏名、役職名 会長　小金丸　剛
構 成 員 数 32名
設 立 年 月 日 S.55.4.1
ホームページアドレス http://www.fuku-kan.com
福岡市管工事協同組合青年部会は会員相互の親睦を図ると共に、
様々な研修会や講習会を開催し「管工事業界の成長と発展。次世
代を担う後継者の育成」を目的としています。
昨今、九州地方では記録的な大寒波や大地震など自然災害が多く
発生しています。青年部会の中でも、災害に対しての危機管理体
制や防災に対しての知識を学び、SNS等を用いた活動を行ってい
こうと考えています。
今後は、青年部会一丸となって更なるスキルアップを目指して活
動していきます。

高知市管工事設備業協同組合　若葉会

福岡市管工事協同組合　青年部会
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経営者としての見識及び人格の練磨
代表者氏名、役職名 部長　谷村　正夫
構 成 員 数 10名
設 立 年 月 日 S.62.10.2
ホームページアドレス http://nagasakikankumiaisei.wix.

com/seinenbu
　情報交換や・技術研修会を行っています。また、清掃活動・フェ
ア参加などの事業活動に力を入れています。毎月1回は会議を行
い、より良い活動へのアイデア創出を和気あいあいと進めていま
す。例会後はお酒の席に移り、素晴らしいアイデアを出しますが、
お酒と共に忘れる事も多々あります。
　同じ悩み辛みを話し、助言を言い合える仲間が出来る事は何よ
りの成果です。
　今後の課題は、更にPRが出来るよう、部員の拡大を目指し、イ
ベントを盛り上げる事。そして、参加して頂く方々や部員にも喜
んで頂く事業にする事です。今後もどうぞよろしくお願いします。

代表者氏名、役職名 部会長　林　誠
構 成 員 数 39名
設 立 年 月 日 H.3.1.9
ホームページアドレス http://www.kumakan.com/
　初めまして。熊本市管工事協同組合青年部会です。当青年部会
は平成3年1月9日に設立され『組合員及び関係団体と協調を図り、
後継者育成に貢献すると共に、組合及び会員の健全なる成長・発
展に寄与し社会に貢献する』を目的に、今後益々活発に活動を行っ
ていきたいと考えております。
　平成18年より市内の公園・学校にて節水コマ取替ボランティア及
び節水学習を水保全課と協力して行い、水保全の一環としてお米作
り体験学習を会員皆様と水の大切さ等を次の世代の子供たちに知っ
てもらう環境保全活動を行っております。他には技能祭等のイベン
トに出展し当青年部の活動を広く周知する事なども行っております。
　この度全管連青年部協議会に参画させて頂き、全国の青年部の
皆様の活動・経験を参考に我々青年部会のさらなる活発な活動を
展開していきたいと思います。

長崎市管工業協同組合青年部

熊本市管工事協同組合 青年部会
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「相互扶助」「相互連携」「人づくり」
代表者氏名、役職名 会長　伊藤　大輔
構 成 員 数 22名
設 立 年 月 日 S.53.11.4
ホームページアドレス なし

大分市管工事協同組合青年部は、昭和53年に発足しました。
現在は総務・親睦委員会、技術技能・視察委員会、社会奉仕活動
委員会の3つの委員会を作り、献血やチャリティー餅つき、水道局
主催イベントへの参加、視察研修旅行やゴルフ大会などの活動を
行っております。
また、全管連青年部や西日本地区、九州地区の青年部との交流を
行い、全国の仲間と絆を深めております。
近年、部会員が減少し、新規加入会員もなかなか集まらない状況
ですが、青年部にしか出来ない事、青年部だからこそ出来る事を
会員一同で考えていきながら活動していくことで、業界発展を目
指し、自己のスキルアップに繋がるよう頑張っていきたいと思い
ます。

大分市管工事協同組合青年部会
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　全管連青年部は、管工事業界の発展のためには若年者の育成が一番であるとし、そのため役員自
らが建築配管職種の製作を行いました。また、技能グランプリ大会はここ数年同大会の「建築配管」
職種の参加者が減少しているため、同会のPRも併せて行いました。

若年者育成のため
技能五輪全国大会・技能グランプリの課題製作に挑戦

〇技能グランプリ「建築配管」職種課題製作
期日：平成28年5月13日
場所：東京都立城東職業能力開発センター

〇技能五輪全国大会「配管」職種課題製作
期日：平成26年1月31日
場所：渡辺パイプ㈱　東京設備サービスセンター（東京都板橋区）
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　毎年1回、全国各地で通常総会を開催し、第20回は東京で開
催されました。
現在、全国の青年部が持ち回りで総会を開催しており、総会
を開催する事で、地元の団結力を高めています。

通常総会

第 20 回 通 常 総 会
次　第

開 会
▼

会 長 挨 拶
▼

出席状況報告
▼

議 長 専 任
▼

議 　 　 事
【第1号議案】
　平成27年度事業報告の件

【第2号議案】
　平成27年度収支決算報告
　並びに会計監査報告の件

【第3号議案】
　役員補充選任の件

【第4号議案】
　平成28年度事業計画（案）の件

【第5号議案】
　平成28年度収支予算（案）の件

▼
閉 　 　 会

司会（佐藤理事） 議長（日下理事）
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開
催
概
要

1．開会
2．会長挨拶
3．来賓祝辞
4．会員団体紹介
5．活動事例報告
6．全国中小企業団体中央会会長表彰授与
7．歴代相談役退任式
8．閉会

記
念
式
典

［日　時］平成28年8月20日（土）
［時　間］午後3時30分〜午後5時40分
［場　所］�京王プラザホテル� �

（5FコンコードE）

　創立20周年記念式典が多数のご来賓、全

国の会員団体、賛助会員など総勢約400名の

出席のもと、8月20日に東京都新宿区の京王

プラザホテルにおいて挙行されました。

　冒頭、秋山会長の挨拶の後、ご来賓の中

から大澤全管連会長、厚生労働省宮崎水道

課長、東京都水道局田村技監に祝辞を頂き

ました。記念式典では、記念講演として、

全管連青年部OBの佐藤裕之氏による「汝

何の為にそこにありや」と題した講演が行

われました。

全国管工事業協同組合連合会青年部協議会

創立20周年記念式典



20周年記念ビデオ
『全管連青年部の歩み』を上映

　この日のために製作された20周年記念ビデオが上

映され、全管連青年部のこの10年の足跡と成果を映

像で振り返りました。

� 秋山会長

� 厚生労働省・
� 宮崎水道課長

全管連・大澤会長

東京都水道局・
田村技監



　表彰式が行われ、組合

の振興発展に尽くした功

績として、全国中小企業

団体中央会より、団体表

彰並びに秋山会長の永年

の功績に対する表彰が行

われました。

　全管連青年部協議会設立時よりご尽力頂い

た初代から第3代会長の福田可也相談役（富

山）、髙井豊司相談役（兵庫）、五十嵐俊弘相

談役（川崎）の退任式が執り行われました。

全国中小企業団体中央会会長表彰（団体）

賞状を掲げる
田村副会長（写真左）と秋山会長

退任された（写真左2人目から）
福田相談役、髙井相談役、五十嵐相談役

全国中小企業団体中央会会長表彰（個人）

永年の功績に対する感謝状贈呈

歴代相談役 退任式

72



　水道事業にとどまらず、各方面で活躍される佐

藤裕之氏の講演では、秋田県の人口減少や農業県

の定義とは何かについて説明頂き、秋田県の地形

を生かした風力発電の設置を通じて、地方の活性

化を示して頂いた。地方創生のポイントとして「故

郷に錦を飾る」が人がもっと増えて行く必要があ

り、エネルギー・水・食糧・環境等を考えると、

その再生は地方にある事を示して頂いた。その為

に、発展のみを考えるだけではなく、何と何を結

びつけることのアイデアが今後必要となっていく

と示して頂きました。

〜記念講演〜

汝何の為にそこにありや
地方創生／まちおこし実践論�
〜雪寄せから風力発電まで〜

講師：佐
さ

藤
とう

裕
ひろ

之
ゆき

氏
講師略歴
　1961年秋田市生まれ。秋田県立秋田高等学校、一橋大学
法学部を卒業後、IR（インベスター・リレーションズ）の
専門会社（株）アイ・アール　ジャパンのコンサルタント
等を経て、1996年に帰郷。空調衛生設備の設計施工会社、
羽後設備（株）に入社。取締役企画部長、代表取締役専務
を経て2006年から代表取締役社長。2012年に、風力発電会
社（株）ウェンティ・ジャパンを設立し、代表取締役社長
に就任。併せて2013年、風力発電関連の企業や団体による
コンソーシアム「秋田風作戦」を設立し、会長に就任。秋
田での風力発電機の部品製造や周辺産業の振興による地域
の活性化にも取り組んでいる。
　他に（株）北都銀行取締役、秋田市総合計画・地方創生
懇話会副会長、（一社）秋田県浄化槽協会会副会長、（一
社）秋田県空調衛生工事業協会副会長などもつとめる。元
秋田管工事業協同組合青年部協議会会長、元全国管工事業
協同組合連合会青年部協議会副会長。
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〜懇親会〜

懇親会の流れ

開会の辞
▼

会長挨拶
▼

来賓紹介
▼

乾　　杯
▼

祝　　宴
▼

次期開催地紹介
▼

御礼挨拶
▼

閉会の辞
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　社会貢献活動として、日本赤十字献血センターの協力のもと、献血

事業を実施し、60名の会員が献血を行いました。今後も継続して行っ

ていきます。

　総会会場前で協賛企業による展示ブースの出展を行い、多くの本協議

会会員が集まる総会の場において、会員のメリットとなる新製品などの

情報を協賛企業の皆様よりご提供頂いた。ブース展示は、本協議会会員

との交流を通してメリットのある場を提供することを目的としています。

賛助会員による
ブース展示

献血活動
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全管連青年部協議会
東日本大震災　被災地支援記録　平成23年4月11日　岩手県釜石市

　未曾有の被害をもたらした東日本大震災発生から約
1ケ月、この震災は被災者のみならず、世界の人達の
心にも大きな爪後を残していきました。いまだ幾度と
なく続く余震や放射能の影響、そしてテレビでは連日
連夜のように報道されている被災者の方々の原状と実
態。いったい何故このような無残な出来事が…。その
ような中、全管連青年部として何か出来る事はないの
かと協議した結果、4月9日（土曜日）に岩手県釜石市
にて秋田青年部、岩手青年部の方々の協力のもと、約
1,000名分の炊き出しを行いました。
　震災発生から約2週間後、正副会長部会長WEB会議
にて全管連青年部として何かできる事はないかと議題
に上り集中審議、被災された単組や復旧作業に日夜頑
張ってる青年部員達に物資や材料の提供など色々な案
が出されましたが、1人でも多くの方々にとの思いで
最終的に「白玉ぜんざい」、「挽きたてコーヒー」など
を1,000名分行うことに決定、そして、炊き出し経験
の有る佐藤副会長（秋田）が、快く地元の調整等を引
き受けて頂き、実行の運びとなりました。
　炊き出し前日に集合場所である秋田に各地より集合

し、物資の積み込み及び炊き出し当日の役割分担の再
確認を行いまいした。炊き出し当日は朝6時に秋田管
工事協同組合に集合し高橋理事長に挨拶、そして簡単
なスケジュールを説明後、総勢40名の大部隊で出発、
途中休憩場所の「道の駅」にて岩手青年部とも合流し、
一路釜石市へ向かいました。午前10時頃に釜石市の災
害復旧本部に到着し、ボランティア活動のコーディネー
トして頂いた神山氏、そして釜石市長にご挨拶をしま
した。その後、ボランティアセンターにて秋田管工事
協同組合とNPO法人トップスポーツコンソーシアム
秋田から提供して頂いたトラック3台分の食料や生活
物資を搬入し、炊出し会場となる、甲子中学校へ向か
いました。
　甲子中学校では、数百人方々が避難生活されており、
運動場には所狭しと自衛隊の方々が駐留しておりまし
た。学校施設内に入ると机の上に沢山の災害支援関係
の書類が並べてあり、改めて被災者の大変さが垣間見
ることとなりました。そしてそんな慌ただしい中、ご
厚意で家庭科調理室をお借りして炊き出しの準備を開
始、廊下では沢山の皆さんが、今か今かと並んで待っ

◆青年部が被災地支援活動を岩手県釜石市にて行う

白玉ぜんざいを提供

ホットコーヒーを配布

炊き出しの様子

釜石市立甲子中学校

76



ている姿に現実はこうなんだと思い知らされました。
午後1時半頃に炊き出しを終了し、片付け、そして次
の会場となる「市民体育館」と「働く婦人の家」に2
班に別れて炊き出しを行いました。なお、市民体育館
には釜石市水道工事業協同組合の石川理事長も駆け付
けて下さり、ご挨拶をさせて頂きました。
　この炊き出しを通し、沢山の方々から『本当にあり
がとう』、『美味しかった』、『久しぶりにいただいた』
といった純粋な嬉しい言葉を頂きましたが、頑張って
下さいとは簡単に口に出せませんでした。何故なら、
被災者の皆さまの大変さの方が想像付くところが多く、
被災者のほとんどの方々が「九死に一生」を得ており、
震災後、毎日一生懸命に生活しているから…。そして、
多くの被災地では被災者が先頭に立って被災者を助け
合っているのだから…。だから、決して無理はしない
で下さいとだけお伝えして参りました。
　2回目の炊き出しも午後4時頃に終了し、岩手青年部
の皆さまとそこでお別れし、残ったメンバーで被災地
の釜石市内の視察を行いました。現状はテレビや写真
で見るのとは違うと予想していましたが、実際に被災
地を見た瞬間から私達はただただ驚き、呆然と言葉を
無くして立ち尽くすだけでした。そしてその恐怖心の
中、テレビで見ていた映像が走馬灯のように頭の中を
駆け巡り、自然の猛威の前では、私たち人間は全くの
無力なのかと思い知らされました。

　秋田への帰りの車中、避難所で会った方々の事やこ
れからの災害支援など、いろんな事を話し合いながら
帰りましたが、何事にも意味をなさず…。被災地もそ
うじゃないところも、心にはポッンと何かが…。正直、
言葉では表現出来ないです。しかし、復興作業は始まっ
たばかりです。何とかしたい、何か出来ないか!?何が
出来るかなど思い付く事があれば、形にして欲しいと
いう思いでいっぱいです。そして、僅かながらでも我々
全管連青年部としても協力していきたいと…。そし
て、�午後9時半頃に秋田に到着し、後片付け後に協力
して下さった秋田の皆さんにお礼を申し上げ、解散さ
せて頂きました。
　最後に、今回炊き出しに協力して頂いた秋田青年部
の方々、岩手青年部方々、そして物資を提供して頂い
た会員の方々及び協力参加して頂いた方々、本当に有
難うございました。皆様方の協力なくして、この炊き
出しは行うことができなかったと思います。また、被
災地にて復旧作業にあたっている会員の方々、そして
これから被災地に復興支援に行かれる方々、胸を張っ
て頑張って下さい!!
　そして最後に、被災なされた皆さまにおかれまして
は、1日でも早く平穏な日々が回復いたしますよう、心
よりお見舞い申し上げます。
� 秋山雅仁理事（岡山市管工設備協同組合青年部）
� ※役職は当時

働く婦人の家ではコーヒーを配布 被災地の様子

参加頂いた方 と々集合写真
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熊本地震復興ボランティア活動
〜熊本県阿蘇郡西原村でボランティア活動を実施〜
� 平成28年7月1日　熊本県阿蘇郡西原村

　平成28年熊本地震におかれまして被災された方々に
お見舞い申し上げます。
　平成28年7月1日、福島県管工事協同組合連合会青
年部を代表して全国管工事業協同組合青年部協議会主
催の熊本復興ボランティア活動に参加してまいりまし
た。5年前の東日本大震災において全国の方々から励
ましや支援をいただいたことを想いながら心を込めて
作業してまいりました。
　熊本市中心街に入って感じたことは、ライフライン
や市街地の整備等の復旧が非常に進んでおり、街が円
滑に、平静に機能している事と、何よりも生活してい
る人たちに笑顔が見られている事が、非常に印象的で
した。我々東日本大震災の2か月後は、ライフライン
の復旧工事等の需要と供給のバランスが崩れており、
余裕のない日々を送っていたように思います。恐らく、
地元の業者の結束とボランティア活動の円滑な運営が

功を奏しているのだと思いました。復旧作業を行う西
原村付近へ近づくと倒壊した家が多数みられました。
熊本地震は過去最高の震度7ではあるものの、東日本
大震災とは異なり、広範囲ではない事と、地震が中心
市街地に大きく及ばなかった事、沿岸部の津波が少な
かった事も復旧作業の運営の円滑化につながっている
のかな、と感じました。
　ボランティアセンターにはなんと、福島県在住の私
の小中学校の先輩が作業にあたっており、驚かされま
した。「5年前の想いを返しに来てるんだー」と言って
おられました。そんな想いをもっている方がいる事を
感じる貴重な活動となりました。
　そして、2班に分かれ、1班は仮の水道管の復旧作業
を行いました。西原村では倒壊した民家が多く、水道
復旧がままならい状況でした。その中で、我々本業と
もいえる水道復旧の一端をボランティアとして担う事

仮の水道管の復旧作業 地震により散乱した民家の片付けを行う

活動の様子ボランティア登録
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ができたのは非常に有意義であるものでした。
　もう1班は10数名にてお年寄りがひとりで運営して
いたお店及びその住居内の地震後そのままになってい
た食器や冷蔵庫、陳列棚、食糧等の片付けの作業を行
いました。全管連青年部協議会のメンバーで作業をす
るのは初めてでしたが、みなさん、あうんの呼吸で非
常に円滑に作業を行う事ができました。これも日頃か
ら会長を中心に年に数回の理事会やリアルタイムで行
うフェイスブック等でコミュニケーション「輪」をとっ
ていた事がよかったのだと考えます。
　作業の後、熊本市内にて熊本市管工事協同組合の理
事、青年部の方々と情報交換を行いました。懇親会の
中で、福島県管工事協同組合連合会青年部より、熊本
市管工事協同組合青年部へ義援金の贈呈を行いまし
た。5年前、東日本大震災の際には全国の方々より沢
山の支援、励まし、義援金をいただきましたので、そ

の想いを熊本の方へ伝えることができました。今後こ
の「輪」がつながっていく事を期待します。
　熊本地震復興ボランティア活動に参加して、人と人
とのつながりである「輪」が素晴らしいものである事
を改めて感じました。そして新しくできた、アツい熊
本、九州男児との「輪」をこれからより一層深いもの
としながら、この「輪」を全国へ広げていきたいと思
います。
　最後にこの活動を行うにあたり、短い期間でありな
がら、スケジュールの調整等に尽力していただいた全
管連事務局の仲村氏に感謝いたします。
�日下貴博理事（福島県管工事協同組合連合会青年部）

ボランティア活動を終えて

民家の片付けを終えて
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会　長
加 藤　 炳 秀　（ 京 都 ）
総務担当副会長
佐 藤　 裕 之　（ 秋 田 ）
事業担当副会長
中 島　 誠 照　（名古屋）
総務部会長
井 戸　 裕 之　（ 兵 庫 ）
事業部会長
高 柳　 茂 宣　（ 東 京 ）

理　事
川 股　 幸 徳　（北海道）
佐 々 木 昭 仁　（ 青 森 ）
紺 野　 輝 樹　（ 岩 手 ）
井 上　　 環　（ 宮 城 ）
原 田　　 誠　（ 山 形 ）
坂 本　 憲 弘　（ 福 島 ）
佐 藤　 義 晴　（宇都宮）
積 田　 鉄 也　（ 埼 玉 ）
川 又 健 太 郎　（ 川 崎 ）
佐 藤　 信 久　（ 新 潟 ）
吉 枝　 貴 之　（ 富 山 ）

中 山　 清 誠　（和歌山）
秋 山　 雅 仁　（ 岡 山 ）
福 田　 光 剛　（ 広 島 ）
髙 尾　 達 也　（ 高 松 ）
佐 藤　 隆 史　（ 愛 媛 ）
田 村　 茂 人　（ 徳 島 ）
西 川　 章 仁　（ 高 知 ）
監　事
椿　　 浩 一　（ 東 京 ）
樋 口　 泰 宏　（ 川 崎 ）

平成9年度
　　▼
平成12年度
福田　可也（富山）

平成23年度
　　▼
平成26年度
中島　誠照（名古屋）

平成13年度
　　▼
平成16年度
髙井　豊司（兵庫）

平成27年度
　　▼

秋山　雅仁（岡山）

平成17年度
　　▼
平成20年度
五十嵐　俊弘（川崎）

平成21年度
　　▼
平成22年度
加藤　炳秀（京都）

会　長
五 十 嵐 俊 弘　（ 川 崎 ）
総務担当副会長
佐 藤　 裕 之　（ 秋 田 ）
事業担当副会長
高 柳　 茂 宣　（ 東 京 ）
総務部会長
平 岩　　 誠　（ 広 島 ）
事業部会長
中 島　 誠 照　（名古屋）
総務副部会長
中 井　 啓 仁　（和歌山）

事業副部会長
加 藤　 炳 秀　（ 京 都 ）
理　事
八 木 橋 仁 志　（北海道）
中 野　 和 哉　（ 青 森 ）
佐 々 木 英 彦　（ 岩 手 ）
井 上　　 環　（ 宮 城 ）
笹 原　 好 巳　（ 山 形 ）
斎 藤　 匤 司　（ 福 島 ）
黒 川　　 平　（宇都宮）
積 田　 鉄 也　（ 埼 玉 ）
山 口　 輝 恭　（ 新 潟 ）

織 田　 寿 一　（ 富 山 ）
井 戸　 裕 之　（ 兵 庫 ）
秋 山　 雅 仁　（ 岡 山 ）
髙 尾　 雄 二　（ 高 松 ）
宮 本 正 一 郎　（ 愛 媛 ）
田 村　 茂 人　（ 徳 島 ）
下 元　 大 介　（ 高 知 ）
濱 崎　 光 章　（ 大 分 ）
監　事
田 代　 政 明　（ 東 京 ）
樋 口　 泰 宏　（ 川 崎 ）

平成19年度
（2007年）

会
　
　
長

会　長
五 十 嵐 俊 弘　（ 川 崎 ）
総務担当副会長
佐 藤　 裕 之　（ 秋 田 ）
事業担当副会長
高 柳　 茂 宣　（ 東 京 ）
総務部会長
中 島　 誠 照　（名古屋）
事業部会長
平 岩　　 誠　（ 広 島 ）
総務副部会長
中 井　 啓 仁　（和歌山）

事業副部会長
加 藤　 炳 秀　（ 京 都 ）
理　事
八 木 橋 仁 志　（北海道）
中 野　 和 哉　（ 青 森 ）
紺 野　 輝 樹　（ 岩 手 ）
井 上　　 環　（ 宮 城 ）
原 田　　 誠　（ 山 形 ）
坂 本　 憲 弘　（ 福 島 ）
佐 藤　 義 晴　（宇都宮）
積 田　 鉄 也　（ 埼 玉 ）
佐 藤　 信 久　（ 新 潟 ）

吉 枝　 貴 之　（ 富 山 ）
井 戸　 裕 之　（ 兵 庫 ）
秋 山　 雅 仁　（ 岡 山 ）
髙 尾　 雄 二　（ 高 松 ）
佐 藤　 隆 史　（ 愛 媛 ）
田 村　 茂 人　（ 徳 島 ）
下 元　 大 介　（ 高 知 ）
濱 崎　 光 章　（ 大 分 ）
監　事
椿　　 浩 一　（ 東 京 ）
樋 口　 泰 宏　（ 川 崎 ）

平成20年度
（2008年）

平成21年度
（2009年）
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会　長
加 藤　 炳 秀　（ 京 都 ）
総務担当副会長
佐 藤　 裕 之　（ 秋 田 ）
事業担当副会長
中 島　 誠 照　（名古屋）
総務部会長
井 戸　 裕 之　（ 兵 庫 ）
事業部会長
高 柳　 茂 宣　（ 東 京 ）
総務副部会長
秋 山　 雅 仁　（ 岡 山 ）

事業副部会長
佐 藤　 義 晴　（宇都宮）
理　事
川 股　 幸 徳　（北海道）
佐 々 木 昭 仁　（ 青 森 ）
紺 野　 輝 樹　（ 岩 手 ）
扇　　 俊 介　（ 宮 城 ）
原 田　　 誠　（ 山 形 ）
新 田　　 学　（ 福 島 ）
積 田　 鉄 也　（ 埼 玉 ）
川 又 健 太 郎　（ 川 崎 ）
佐 藤　 信 久　（ 新 潟 ）

吉 枝　 貴 之　（ 富 山 ）
中 山　 清 誠　（和歌山）
福 田　 光 剛　（ 広 島 ）
髙 尾　 達 也　（ 高 松 ）
佐 藤　 隆 史　（ 愛 媛 ）
田 村　 茂 人　（ 徳 島 ）
西 川　 章 仁　（ 高 知 ）
監　事
椿　　 浩 一　（ 東 京 ）
樋 口　 泰 宏　（ 川 崎 ）

会　長
中 島　 誠 照　（名古屋）
副会長
秋 山　 雅 仁　（ 岡 山 ）
事業担当副会長
田 村　 茂 人　（ 徳 島 ）
総務部会長
太 田　 博 之　（ 秋 田 ）
事業部会長
佐 藤　 義 晴　（宇都宮）
総務副部会長
岡 田　 真 一　（ 兵 庫 ）

事業副部会長
宮 本　 茂 樹　（ 京 都 ）
理事
川 股　 幸 徳　（北海道）
成 田　 一 郎　（ 青 森 ）
八 重 樫　 敏　（ 岩 手 ）
扇　　 俊 介　（宮城県）
齋 藤　 洋 也　（ 山 形 ）
新 田　　 学　（ 福 島 ）
仲 儀　 公 亮　（ 埼 玉 ）
川 又 健 太 郎　（ 川 崎 ）
村 上　 竜 馬　（ 東 京 ）

堀 川　　 晃　（ 新 潟 ）
浦 田　 律 夫　（ 富 山 ）
中 山　 清 誠　（和歌山）
福 田　 光 剛　（ 広 島 ）
三 島　 季 夫　（ 高 松 ）
佐 藤　 隆 史　（ 愛 媛 ）
西 川　 章 仁　（ 高 知 ）
髙 田　　 挙　（ 福 岡 ）
監事
積 田　 鉄 也　（ 埼 玉 ）
椿　　 浩 一　（ 東 京 ）

平成23年度
2011年

会　長
中 島　 誠 照　（名古屋）
総務担当副会長
秋 山　 雅 仁　（ 岡 山 ）
事業担当副会長
田 村　 茂 人　（ 徳 島 ）
総務部会長
太 田　 博 之　（ 秋 田 ）
事業部会長
佐 藤　 義 晴　（宇都宮）
総務副部会長
岡 田　 真 一　（ 兵 庫 ）

事業副部会長
宮 本　 茂 樹　（ 京 都 ）
理　事
川 股　 幸 徳　（北海道）
成 田　 一 郎　（ 青 森 ）
八 重 樫　 敏　（ 岩 手 ）
扇　　 俊 介　（ 宮 城 ）
齋 藤　 洋 也　（ 山 形 ）
新 田　　 学　（ 福 島 ）
仲 儀　 公 亮　（ 埼 玉 ）
村 上　 竜 馬　（ 東 京 ）
川 又 健 太 郎　（ 川 崎 ）

堀 川　　 晃　（ 新 潟 ）
浦 田　 律 夫　（ 富 山 ）
中 山　 清 誠　（和歌山）
福 田　 光 剛　（ 広 島 ）
三 島　 季 夫　（ 高 松 ）
日 野　 隆 史　（ 愛 媛 ）
西 川　 章 仁　（ 高 知 ）
髙 田　　 挙　（ 福 岡 ）
監　事
積 田　 鉄 也　（ 埼 玉 ）
椿　　 浩 一　（ 東 京 ）

平成24年度
（2012年）

会　長
中 島　 誠 照　（名古屋）
総務担当副会長
秋 山　 雅 仁　（ 岡 山 ）
事業担当副会長
田 村　 茂 人　（ 徳 島 ）
総務部会長
扇　　 俊 介　（ 宮 城 ）
事業部会長
川 又 健 太 郎　（ 川 崎 ）
総務副部会長
佐 藤　 義 晴　（宇都宮）

事業副部会長
村 上　 竜 馬　（ 東 京 ）
理　事
川 股　 幸 徳　（北海道）
荒 川　 伸 也　（ 青 森 ）
鈴 木　 英 樹　（ 秋 田 ）
齋 藤　 洋 也　（ 山 形 ）
山 内　 健 晴　（ 福 島 ）
仲 儀　 公 亮　（ 埼 玉 ）
堀 川　　 晃　（ 新 潟 ）
棚 元　 理 人　（ 富 山 ）
杉 山　　 勤　（和歌山）

小 林　 弘 幸　（ 兵 庫 ）
佐 藤　 博 一　（ 京 都 ）
山 本　 昌 宏　（ 広 島 ）
友 澤　 幹 知　（ 高 松 ）
日 野　 隆 史　（ 愛 媛 ）
西 川　 章 仁　（ 高 知 ）
髙 田　　 挙　（ 福 岡 ）
大 仲　 晴 光　（ 大 分 ）
監　事
積 田　 鉄 也　（ 埼 玉 ）
瀧 島　 康 秀　（ 東 京 ）

平成25年
（2013年）

平成22年度
（2010年）
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事務局

専務理事
粕谷　明博
成人した青年部のさ
らなる活躍を期待しま
す。

局長
上田　忠幸
退任の相談役の皆
様、お疲れ様でした。

課長
佐藤　良浩
皆様のおかげで20
周年。30周年に邁
進しましょう！

課長
鈴木　都久生
成人した青年部のさ
らなる活躍を期待しま
す。

常務理事
松本　淳司
求められる業界へ、さ
らなる高いステージを
めざして。

主任
依田　仁朗
更なるご発展とご活
躍を祈念しておりま
す。

主任
阿蘇　千寿子
今後の益 の々ご発展
を祈念いたします。

主任
仲村　信慶
次の10年へ向けて、
ご活躍を祈念します。

会　長
秋 山　 雅 仁　（ 岡 山 ）
総務担当副会長
扇　　 俊 介　（ 宮 城 ）
事業担当副会長
田 村　 茂 人　（ 徳 島 ）　
総務部会長
小 林　 弘 幸　（ 兵 庫 ）
事業部会長
村 上　 竜 馬　（ 東 京 ）
総務副部会長
仲 儀　 公 亮　（ 埼 玉 ）

事業副部会長
小 金 丸　 剛　（ 福 岡 ）
理　事
臼 谷　 和 弘　（北海道）
溝 江　 貴 之　（ 青 森 ）
鈴 木　 英 樹　（ 秋 田 ）
齋 藤　 洋 也　（ 山 形 ）
日 下　 貴 博　（ 福 島 ）
佐 藤　 義 晴　（宇都宮）
太 田　 勝 晶　（神奈川）
北 澤　 昂 也　（ 新 潟 ）
棚 元　 理 人　（ 富 山 ）

永 山　 雅 規　（名古屋）
池 田　 直 仁　（和歌山）
山 本　 真 義　（ 京 都 ）
山 本　 昌 宏　（ 広 島 ）
渡 邊　 光 一　（ 高 松 ）
日 野　 隆 史　（ 愛 媛 ）
濱 田　 啓 志　（ 高 知 ）
伊 藤　 大 輔　（ 大 分 ）
監　事
積 田　 鉄 也　（ 埼 玉 ）
瀧 島　 康 秀　（ 東 京 ）
川 又 健 太 郎　（ 川 崎 ）

平成27年度
（2015年）

会　長
中 島　 誠 照　（名古屋）
総務担当副会長
秋 山　 雅 仁　（ 岡 山 ）
事業担当副会長
田 村　 茂 人　（ 徳 島 ）
総務部会長
扇　　 俊 介　（ 宮 城 ）
事業部会
川 又 健 太 郎　（ 川 崎 ）
総務副部会長
佐 藤　 義 晴　（宇都宮）

事業副部会長
村 上　 竜 馬　（ 東 京 ）
理　事
川 股　 幸 徳　（北海道）
溝 江　 貴 之　（ 青 森 ）
鈴 木　 英 樹　（ 秋 田 ）
齋 藤　 洋 也　（ 山 形 ）
日 下　 貴 博　（ 福 島 ）
仲 儀　 公 亮　（ 埼 玉 ）
堀 川　　 晃　（ 新 潟 ）
棚 元　 理 人　（ 富 山 ）
杉 山　　 勤　（和歌山）

小 林　 弘 幸　（ 兵 庫 ）
佐 藤　 博 一　（ 京 都 ）
山 本　 昌 宏　（ 広 島 ）
友 澤　 幹 知　（ 高 松 ）
日 野　 隆 史　（ 愛 媛 ）
西 川　 章 仁　（ 高 知 ）
髙 田　　 挙　（ 福 岡 ）
大 仲　 晴 光　（ 大 分 ）
監　事
積 田　 鉄 也　（ 埼 玉 ）
瀧 島　 康 秀　（ 東 京 ）

平成26年度
（2014年）

会　長
秋 山　 雅 仁　（ 岡 山 ）
総務担当副会長
扇　　 俊 介　（ 宮 城 ）
事業担当副会長
田 村　 茂 人　（ 徳 島 ）
総務部会長
小 林　 弘 幸　（ 兵 庫 ）
事業部会長
村 上　 竜 馬　（ 東 京 ）
総務副部会長
仲 儀　 公 亮　（ 埼 玉 ）

事業副部会長
小 金 丸　 剛　（ 福 岡 ）
理　事
臼 谷　 和 弘　（北海道）
溝 江　 貴 之　（ 青 森 ）
鈴 木　 英 樹　（ 秋 田 ）
齋 藤　 洋 也　（ 山 形 ）
日 下　 貴 博　（ 福 島 ）
廣 田　 勝 義　（宇都宮）
太 田　 勝 晶　（ 川 崎 ）
北 澤　 昂 也　（ 新 潟 ）
棚 元　 理 人　（ 富 山 ）
成 瀬　 章 宏　（ 石 川 ）

永 山　 雅 規　（名古屋）
池 田　 直 仁　（和歌山）
山 本　 真 義　（ 京 都 ）
山 本　 昌 宏　（ 広 島 ）
渡 邊　 光 一　（ 高 松 ）
日 野　 隆 史　（ 愛 媛 ）
伊 藤　 章 久　（ 高 知 ）
谷 村　 正 夫　（ 長 崎 ）
伊 藤　 大 輔　（ 大 分 ）
監　事
積 田　 鉄 也　（ 埼 玉 ）
瀧 島　 康 秀　（ 東 京 ）
川 又 健 太 郎　（ 川 崎 ）

平成28年度
（2016年）
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橋本総業株式会社  表2

TOTO株式会社  84

株式会社LIXIL  85

キャタピラージャパン株式会社  86

前澤給装工業株式会社  87

渡辺パイプ株式会社  88

（一社）全国設備業IT推進会  89

株式会社 日本エキスパートシステム  90

積水化学工業株式会社  91

株式会社 日邦バルブ  91

損害保険ジャパン日本興亜株式会社・株式会社ウーベル保険事務所  92

株式会社 キッツ  92

株式会社 オンダ製作所  92

京王プラザホテル  93

兼工業 株式会社  93

株式会社 川西水道機器  93

コスモ工機株式会社  93

株式会社 美巧社  93

河上商事株式会社  93

株式会社 佐藤管材工業  93

前田印刷株式会社  94

株式会社トラパンツ  94

株式会社大成美術印刷所  94

株式会社関東観光社  94

アサガミプレスセンター株式会社  94

富士ゼロックス株式会社  94

株式会社 水研  94

安田株式会社 岡山支店  94

株式会社日本設備工業新聞社  95

東京都火災共済協同組合  95

株式会社タブチ  表3

協 賛 企 業 一 覧
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建機プロ　http://kenkipro.com
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92

法定外労働災害補償制度

管工事賠償補償制度

祝　全管連青年部協議会20周年
安定した企業経営のために、全管連の2つの制度をご利用下さい。

詳細は、下記までお問い合わせ下さい。

〒160-8338　東京都新宿区西新宿1-26-1
TEL : 03-3349-3820　FAX : 03-6388-0157

（従業員の補償のために）［労働災害総合保険］

法定外労働災害補償制度

（第三者に対する賠償事故の補償のために）［賠償責任保険］

管工事賠償補償制度

引受保険会社

取扱幹事代理店 株式会社ウーベル保険事務所
〒104-0041　東京都中央区新富2-4-5 ニュー新富ビル8階
TEL : 03-3553-8552　FAX : 03-3553-8553

営業開発部第三課

（SJNK16-04474）2016年6月30日作成

・フッ素ゴム製
　シールリング採用

施工業者様

とことん機能で勝負！

架橋ポリエチレン管用ワンタッチ継手

施主様

パイプの挿入は
“パチン”という
音と感触、赤い目印で

確認！

塩素・お湯に
強くて長寿命！

・内周ダブルシール構造

給水・給湯配管システム

HIVP接続 PEX・PB接続 ねじ接続

PEX・PBを
ワンタッチ接続

HIVPを
直接接続

給湯器 給湯器

営業所

耐孔食銅合金と
耐熱ポリエチレンの
二層管

カポリエコパイプ
エコキュート配管に最適！

給湯器配管に便利！

カポリエコ

逆止弁付ボールバルブカポリパイプW・ダブルロックジョイント

カポリエコジョイント

カポリパイプW ダブルロックジョイント
不要
ロウ付け

ワンタッチ
接続

安心・確実

優れた耐熱性、耐食性で長期使用も安心です。
豊富なバリエーションと、しっかりと固定する
「ダブルロック構造」で安心・確実。

札幌・盛岡・仙台・宇都宮・さいたま

千葉・東京・立川・横浜・新潟・富山

静岡・中部・大阪・岡山・広島・高松

福岡・鹿児島

新製品

本体一体型樹脂製ヘッダー

アングル・ストレート兼用循環口

屋外リフォーム配管カバー

http : // www.onda.co.jp/
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創業50余年の実績と培った技術でみなさまの本づくりをサポート。
原稿づくりから印刷製本まで社内一貫で対応。

各種書籍のことなら弊社へ安心しておまかせください。



94



95

〒150-0031　東京都渋谷区桜丘町10 ―13  野元第1ビル
TEL  03 ― 3496 ― 4774 ㈹　FAX 03 ― 3464 ― 1884
http://setubikougyo.co.jp
E-mail：info@setubikougyo.co.jp



全国管工事業協同組合連合会青年部協議会（全管連青年部）が

創立20周年を迎えるにあたり、記念誌を発刊することになりました。

創立10周年の時にも記念誌を発刊しましたので今回の20周年も

当然作るんだろうなぁという所感をもっていました。

そして、今年度、私は全管連青年部総務担当に所属していたので、

なんとなく実行委員長になる予感がしていましたが

やはり記念誌の発刊に携わることになりました。

全体の校正については、総務部会のメンバーと協力しながら、確認を行い、

編集後記は私が執筆する事となりました。

この記念誌を読み解くと初代先輩達の立ち上げ時の

産みの苦しみや、歴代の諸先輩達のご活躍、そして20年という重みを痛感しました。

現役である我々は今後もこの20年の歴史に恥じぬよう

一層の努力を重ねていきたいと思います。

最後になりますが、この記念誌作成にあたり関係各位のご協力に厚く御礼申し上げます。

ありがとうございました。

	 創立20周年記念誌　実行委員長　扇　俊介

全国管工事業協同組合連合会青年部協議会
創立20周年記念事業
発　　行 全国管工事業協同組合連合会 青年部協議会 
 〒170 ― 0004　東京都豊島区北大塚3丁目30番30号
 TEL：03 ― 3949 ― 7312
 FAX：03 ― 3949 ― 7351
発 行 日 2016.10.31
発行部数 3,500部
印　　刷 株式会社美巧社

編 集 後 記
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20th
Anniversary 全国管工事業協同組合連合会青年部協議会

創立20周年記念誌

Anniversary20th


